
ご安心ください。
ケーブルテレビでは、STB（専
用チューナー）をとおしてデジ
タル放送（地上デジタル・BSデ
ジタル・CSデジタル）が視聴で
きます。だから、今お使いのア
ナログテレビでもそのまま使え
ます。

広告

地デジ対策がお済みでない方　受信障害共同受信施設の方
マンション物件オーナー様／管理者様へ

●デジタル放送への移行対応が遅れています�
※アンケートによるとデジタル未検討の共同施設が７割以上。

●施設改修に時間を要する場合があります�
※施設の保有、運営者内の協議や意志決定に数ヶ月要することがあります。

●工事が間に合わなくなる恐れがあります�
※アナログ放送終了直前は、改修工事が集中し、人員も機器も不足する可能性があります。

❶ 今お使いのアナログテレビもそのまま使えます�（STB利用時）
❷ 多チャンネル放送が見られます�（BS・CS最大約80チャンネル）
❸ アンテナは不要です�（台風・強風でも安心）
❹ 自主制作番組は地域情報満載です�

地上デジタル放送のことなら、ケーブルテレビにご相談ください。

総務省地上デジタル放送
受信相談センター

【電話ナビダイヤル】0570-07-0101
平日	 9：00〜21：00
土・日・祝日	 9：00〜18：00

〒899-5102 鹿児島県霧島市隼人町眞孝251番地
【MCTデジタル相談室】
0995-43-6666

営業時間（9：00〜17：15）
【営業時間外はコールセンター受付】

受付
時間

ご注意
アナログテレビ放送は、
2011年7月24日で終了します。
アンテナ・テレビを買い換えても、ご自宅の
テレビ配線が古い場合、デジタル放送をご覧
いただけない場合がございます。

ケーブルテレビに加入すれば…

MCTエリアの
3軒に1軒が

ケーブルテレビです。

12月7日　午後0時6分　牧園町大浪池登山道
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「環霧島会議」は鹿児島県の
湧水町、霧島市、曽於市、宮崎
県の都城市、高原町、小林市、
えびの市で構成しています。
昨年10月14日に湧水町で開
かれた同会議で、申請の実務
を担当する「霧島ジオパーク推
進連絡協議会」を設立。

�  Kirishima City Public Relations, 2009.1, Japan

Geoparkジオパーク

霧
島
連
山
を
取
り
巻
く
鹿
児
島
、

宮
崎
両
県
の
５
市
２
町
で
つ
く
る

「
環
霧
島
会
議
」
が
中
心
と
な
っ

て
、
昨
年
10
月
の
会
議
で
霧
島
ジ

オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
を
設

立
し
ま
し
た
。
協
議
会
は
霧
島
山

の
２
０
１
０
年
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
に
向
け
て
、
今
年
中
に
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
へ
申
請
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
っ
て
何

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
自
然
遺
産

（
貴
重
な
地
形
や
地
質
と
そ
こ
に

見
ら
れ
る
動
植
物
な
ど
）
を
含
む

自
然
公
園
の
こ
と
で
す
。
世
界
遺

産
は
保
護
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

が
、
ジ
オ
パ
ー
ク
は
自
然
遺
産
を

保
全
す
る
だ
け
で
な
く
、
活
用

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
自
然
遺
産
を
自
然
科

学
の
普
及
に
利
用
す
る
こ
と
や
、

そ
れ
を
目
玉
と
し
た
ジ
オ
ツ
ー
リ

ズ
ム
（
自
然
を
学
び
な
が
ら
行
う

見
学
旅
行
）
の
実
施
な
ど
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
の
支
援
で
２
０
０
４

年
に
設
立
さ
れ
た
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、
現
在
18

か
国
57
地
域
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

霧
島
山
の
魅
力
を
世
界
へ

屋
久
島
は
、
世
界
自
然
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
世
界
か
ら
注
目
が
集

ま
り
ま
し
た
。
霧
島
山
が
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
る
と
屋
久

島
と
同
じ
よ
う
に
世
界
に
情
報
発

信
さ
れ
、
世
界
中
か
ら
見
学
者
が

訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

地
質
学
が
専
門
の
鹿
児
島
大
学

の
井
村
隆
介
准
教
授
は
「
霧
島
山

は
20
あ
ま
り
の
小
さ
な
火
山
体
か

ら
な
る
珍
し
い
火
山
と
し
て
『
日

本
地
質
百
選
』
に
も
選
ば
れ
て
お

り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
資
質
は
十
分

あ
り
ま
す
。
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
や

ノ
カ
イ
ド
ウ
、
野
生
の
シ
カ
な

ど
の
豊
か
な
自
然
も
魅
力
で
す
」。

こ
の
ほ
か
に
も
天
孫
降
臨
の
神
話

の
地
で
あ
る
こ
と
な
ど
「
自
然
遺

産
の
価
値
を
高
め
る
文
化
遺
産
も

多
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
の
登
録
に
は
地
域

日
本
の
霧
島
か
ら

世
界
の
霧
島
へ の

自
然
、
文
化
遺
産
を
使
っ
た
活

動
実
績
が
必
要
で
す
。
こ
れ
に
関

し
て
「
す
で
に
霧
島
市
で
は
龍
馬

ハ
ネ
ム
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
、
高
原
町

で
は
霧
島
登
山
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
愛
好
者
や
霧
島
山
の
自
然

を
守
ろ
う
と
い
う
民
間
団
体
が
活

動
し
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
ア

ピ
ー
ル
と
な
り
ま
す
」
と
話
す
井

村
先
生
。
で
も
ま
だ
足
り
な
い
も

の
も
あ
る
と
言
い
ま
す
。「
韓
国

岳
は
い
つ
で
き
た
の
か
？
と
考
え

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん

な
疑
問
に
答
え
る
よ
う
な
看
板
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
整
備
、
ガ
イ
ド

の
養
成
な
ど
が
必
要
で
す
。
で
も
、

な
に
よ
り
も
大
切
な
の
は
地
域
の

人
た
ち
の
霧
島
山
へ
の
思
い
で
す
。

ま
ず
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
何
か

を
知
り
、
日
本
の
公
園
か
ら
世
界

の
公
園
を
目
指
す
霧
島
山
の
魅
力

を
も
っ
と
学
ん
で
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
」。

市
で
は
今
後
も
環
霧
島
会
議
と

一
体
と
な
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録

に
向
け
て
取
り
組
み
を
続
け
ま
す
。

ジオパークは自然公園の一種で、ユネスコを中心に
2004年に設立された審査機関「世界ジオパークネット
ワーク」（ＧＧＮ、事務局・パリ）が認定する。

鹿児島大学理学部地球環境科学科
准教授  理学博士
井村隆介氏
1964年大阪府生まれ。鹿児島大
学理学部卒業。学生時代から霧
島山の噴火史を研究。鹿児島県
土砂災害対策アドバイザー、霧島
市ジオパークアドバイザー。

霧島の景観から、地質遺産の保護、研究。そして持続性のある活用への道を探る

2010年、ジオパークの認定を目指して
環霧島会議は活動しています。

◎日本のジオパーク（世界ジオパークに登録申請中）

洞
と う や こ

爺湖有
う す ざ ん

珠山（北海道）昭和新
山は1943〜45年に有珠山麓の
畑が火山活動により山になった。

糸魚川（新潟県）糸静線断層露
頭は日本を二つに分ける大断層、
糸魚川静岡構造線。

島原半島（長崎県）雲仙岳平成
新山（茶色い岩山）と眉山（手前
の緑の山）を空撮。

• 日時＝２月7日（土）午後２時〜４時
• 場所＝国分シビックセンター多目的ホール
• 講師＝鹿児島大学准教授  井村隆介氏
◎�問い合わせ先＝企画政策課霧島ジオ

パーク推進準備室☎（64）０９１４

世界ジオパークの登録は、
地域の経済や社会に大き
な影響を与えられると考え
られます。この機会にジオ
パークとは何かを学んでみ
ませんか。

広報きりしま  �

ジオパーク
講演会

写真提供：日本ジオパーク委員会
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
末
は
、
世
界
的
な
景
気
後
退
や
円
高
の

影
響
に
よ
り
、
製
造
業
を
中
心
と
し
た
大
幅
な
減

益
、
人
員
削
減
計
画
な
ど
が
示
さ
れ
る
な
ど
わ
が

国
経
済
は
危
機
的
な
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
本
市
で
は
い
ち
早
く
緊
急
経
済
対
策
本
部

を
設
置
し
ま
し
た
が
、
今
年
も
引
き
続
き
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
適
時
的
確
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

い
よ
い
よ
私
に
と
り
ま
し
て
１
期
４
年
間
の
総

仕
上
げ
の
年
で
す
。
残
さ
れ
た
任
期
中
も
こ
れ
ま

で
と
同
様
、「
開
か
れ
た
、
活
力
あ
る
、
公
正
で

公
平
な
市
政
」
の
基
本
姿
勢
と
現
場
主
義
を
堅
持

し
、
年
中
無
休
の
精
神
で
「
市
民
が
主
役
の
日
本

一
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
第
１
次
霧

島
市
総
合
計
画
の
施
策
、
事
業
な
ど
を
着
実
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
今
年
は
、
霧
島
山
と
周
辺
一
帯
が
日
本
で

最
初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
75
周
年
を

迎
え
ま
す
。
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
全
国
で
約
90

市
が
加
盟
す
る
国
立
公
園
関
係
都
市
協
議
会
総
会

が
本
市
で
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
霧
島
国
際
音
楽
祭

30
周
年
、
肥
薩
線
全
線
開
通
１
０
０
周
年
を
迎
え

る
な
ど
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
ま
た
、
科
学
的
に

貴
重
で
景
観
と
し
て
も
美
し
い
地
質
や
地
形
を

持
っ
た
自
然
公
園
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
霧
島

連
山
の
登
録
を
目
指
し
て
、「
環
霧
島
会
議
」
を

中
心
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
行
動
に
移
す
、

新
た
な
歴
史
の
始
ま
り
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

安
心
安
全
な
ま
ち
、
健
康
で
明
る
い
生
活
、
清

ら
か
で
美
し
い
環
境
、
私
た
ち
そ
し
て
次
世
代
の

た
め
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
向
け
て
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
絶
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
数
々
の
ご
支
援
に
感
謝

し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

国
は
昨
年
７
月
、
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
公
教
育
の
質
を
高

め
、
信
頼
を
確
立
す
る
こ
と
、
社
会
全
体
で
子
ど

も
を
育
て
る
こ
と
、
国
際
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人

材
を
育
て
る
こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
県

も
現
在
策
定
中
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
な

が
ら
霧
島
市
と
し
て
も
、
今
年
中
に
策
定
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
今
後
10
年
間
を
通
じ

て
目
指
す
べ
き
教
育
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
向
こ
う
５
年
間
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
を

総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

今
年
も
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
学
校
教

育
で
は
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
移
行
期
間
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
学
習
環
境
の
整
備
を
は
じ
め
、

安
心
安
全
で
特
色
あ
る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。
私
は
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て

「
き
」＝
基
礎
基
本
（
知
育
、
体
育
）

「
り
」＝
立
志
（
夢
、
行
動
）

「
し
」＝
習
慣
付
け
（
生
活
、
学
習
、
読
書
習
慣
）

「
ま
」＝
マ
ナ
ー
（
徳
育
、
あ
い
さ
つ
）
の
大
切
さ

を
伝
え
、
努
力
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
で
は
多
彩
な
学
習
機
会
の
提
供
、
各

種
団
体
と
の
連
携
を
推
進
し
、
家
庭
教
育
の
充

実
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
、
さ
ら
に
、
文

化
・
芸
術
の
振
興
、
食
育
を
生
か
し
た
健
康
づ
く

り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

生
涯
学
習
社
会
の
充
実
と
あ
し
た
を
ひ
ら
く
心

豊
か
な
人
づ
く
り
を
目
指
し
た
、
責
任
を
果
た
す

教
育
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新たな歴史を共に築く 次世代へのまちづくり

謹賀新年

霧島市長／前田 終止
あしたをひらく 心豊かな人づくりを目指して

霧島市教育長／髙田 肥文

市民の皆さまがたには、平成21年の新春を健やか にお迎えのことと、心よりお慶び申し上げます。

◎新年のごあいさつ
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※練習時間や試合時間などの詳しい情報は、観光課☎（64）0895までお問い合わせください。

◎サントリーサンゴリアス（ラグビートップリーグ）
・期日＝１月20日（火）から１月25日（日）まで
・場所＝国分運動公園（陸上競技場ほか）　

◎柏レイソル（Ｊリーグ）
・期日＝２月初旬予定
・場所＝国分運動公園（多目的広場ほか）
※詳しくは柏レイソルオフィシャルホームページをご覧ください。

◎太陽誘電女子ソフトボールチーム
・期日＝２月５日（木）から２月15日（日）まで
・場所＝国分運動公園（国分球場ほか）

◎日立ソフトウェア女子ソフトボールチーム
・期日＝２月16日（月）から２月26日（木）まで
・場所＝国分運動公園（国分球場ほか）

◎豊田自動織機女子ソフトボールチーム
・期日＝２月23日（月）から３月３日（火）まで
・場所＝国分運動公園
　（23日〜26日姶良球場・27日〜3月3日国分球場ほか）

◎岡山商科大学硬式野球チーム
・期日＝３月６日（金）から３月12日（木）まで　
・場所＝国分運動公園（国分球場ほか）

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
が

や
っ
て
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー

ム
に
と
っ
て
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
の

キ
ャ
ン
プ
は
、
公
式
戦
に
向
け
て
選
手
と

チ
ー
ム
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
大
事
な
時

期
で
す
。
今
年
も
多
く
の
チ
ー
ム
が
新
シ
ー

ズ
ン
の
活
躍
を
目
指
し
て
霧
島
市
で
キ
ャ
ン

プ
を
し
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
サ
ン
ト
リ
ー

サ
ン
ゴ
リ
ア
ス
は
、
12
月
26
日
現
在
、
リ
ー

グ
３
位
と
優
勝
争
い
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

今
回
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
リ
ー
グ
戦
上
位
チ
ー

ム
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
日
本
選
手

権
制
覇
に
向
け
て
の
重
要
な
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
の
柏
レ
イ
ソ
ル
は
、

昨
年
度
の
リ
ー
グ
戦
11
位
。
チ
ー
ム
に
は
元

ブ
ラ
ジ
ル
代
表
の
フ
ラ
ン
サ
選
手
や
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
の
李り

忠た
だ

成な
り

選
手
な
ど
リ
ー

グ
を
代
表
す
る
選
手
も
多
く
、
今
回
の
キ
ャ

ン
プ
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
今
期
の
巻

き
返
し
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
か
ら
は
日
立
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
と
太
陽
誘
電
、
豊
田
自
動
織
機
の
３

チ
ー
ム
が
キ
ャ
ン
プ
を
し
ま
す
。
昨
年
の
日

本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
で
は
日
立

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
２
位
、
太
陽
誘
電
が
６
位
、

豊
田
自
動
織
機
が
４
位
と
好
成
績
を
収
め
る

な
ど
、
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
界
を
引
っ

張
る
３
チ
ー
ム
で
す
。

３
月
６
日
か
ら
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
岡
山
商

科
大
学
硬
式
野
球
部
は
、
中
国
地
区
大
学
野

球
リ
ー
グ
に
出
場
し
て
お
り
、
中
国
地
区
を

制
覇
し
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
霧
島
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す

る
選
手
を
練
習
場
で
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

スポーツキャンプには、いろいろな楽し
み方がある。私が楽しみにしているのは、
日本、世界を代表する選手を近くで見る
ことができること。特に今回は、昨年の北
京オリンピックで感動の金メダルを獲得し
た女子ソフトボールチームの選手に注目
している。オリンピック日本代表４番バッ
ターの馬渕選手や「女イチロー」と称され
る山田選手、投手陣を引っ張った坂井選
手、日本のトップバッターとして活躍した
狩野選手など、オリンピック日本代表のメ
ンバー15人中７人がキャンプに参加する

予定。オリンピックで見た感動のプレーが
楽しみだ。
ほかの競技にも、楽しみな選手はいる。

ラグビーサントリーサンゴリアスのフォワー
ド畠山選手の体重122㎏の巨体を生かし
たプレーは迫力満点。スタンドオフ曽我部
選手のイマジネーション豊かなプレーは見
るものを魅了する。そして、今年のサンゴリ
アスには世界を代表するプレーヤーが加
入した。スクラムハーフのジョージ・グレー
ガン選手だ。ラグビーの強豪オーストラリ
ア代表の経験を持ち、主将も務めた。代

表経験試合数139は世界記録。ほかにも
日本代表経験者も多く、日本をそして世界
を代表する選手のプレーは必見。
サッカー柏レイソルには、李選手やフラ

ンサ選手などタレントが揃
そろ

う。私が個人的
に注目しているのが菅沼選手。昨年、キャ
ンプ取材で初めてプレーを見たとき、ドリ
ブルやシュートの精度などとても印象が強
く、シーズンでもレギュラーとして活躍した。
ほかにもリーグを代表する選手は多数
いる。これだけの選手に会える機会はあま
りない。このチャンスは見逃せない。

取材を終えて… 

Ⓒ KASHIWA REYSOL

Ⓒ KASHIWA REYSOL

Aki NAGAO

Aki NAGAO

Aki NAGAO

馬
ま

渕
ぶち

智
さと

子
こ

選手 昭和57年2月17日生まれ、身長163cm、ポジショ
ン：外野手（右投左打）、出身地：愛知県、チーム：日立ソフトウェア、
北京オリンピックでは日本代表の4番バッターとして活躍

昨シーズンは、とても意味のあるものになりました。それも
これも、霧島市からパワーをもらったおかげです。今シーズ
ンこそは、必ず日本リーグで優勝できるように、チーム一丸
となってどんな状況でもあきらめない戦いを見せたいです。
そのためにも、チームを勢いに乗せられるような一打を放て
るように頑張りますので応援してください。

応 援 よ ろ し く お 願 い し ま す

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ

シ
ー
ズ
ン

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
見
逃
す
な
�
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万
膳
小
学
校
は
明
治
13
年
に
創

立
さ
れ
、
現
在
23
人
（
男
子
11
人
、

女
子
12
人
）
の
児
童
が
学
ん
で
い

ま
す
。
完
全
複
式
学
級
の
小
さ
な

学
校
で
す
が
、
高
学
年
が
低
学
年

の
面
倒
を
見
る
と
い
う
異
年
齢
の

班
編
成
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。そ
の
中
の
一
つ
が「
万

膳
リ
ー
グ
」。
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
な

ど
で
班
ご
と
に
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
伝
統
芸
能
「
万

膳
太
鼓
お
ど
り
」
を
継
承
し
た
り
、

５
・６
年
生
に
よ
る「
万
膳
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
」
で
消
防
団
と
一
緒
に

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
た
り
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
地
域
と

の
関
わ
り
が
あ
る
の
も
特
徴
で
す
。

ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会

万
膳
小
学
校
で
は
児
童
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
の
か
た
も
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
る
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
冬
場
に

プ
ー
ル
を
利
用
し
て
ニ
ジ
マ
ス
を

飼
育
し
、
年
末
年
始
に
釣
り
堀
と

し
て
一
般
開
放
、
一
匹
１
５
０
円

で
販
売
し
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
、
今
回
21

回
目
と
な
る
伝
統
行
事
で
す
。

こ
の
ニ
ジ
マ
ス
飼
育
活
動
は
豊

富
な
地
下
水
を
プ
ー
ル
に
利
用
で

き
る
か
ら
こ
そ
。
放
流
さ
れ
た
２

０
０
０
匹
の
稚
魚
を
児
童
が
毎
日

交
代
で
世
話
を
す
る
こ
と
で
、
命

や
環
境
、
食
に
つ
い
て
考
え
る
い

い
機
会
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

12
月
18
日
に
は
校
内
で
ニ
ジ
マ

ス
釣
り
大
会
を
開
き
、
釣
り
上
げ

た
ニ
ジ
マ
ス
を
自
分
た
ち
で
捌さ

ば

き

塩
焼
き
に
し
ま
し
た
。
６
年
生
の

瓶か
め

谷た
に

健
次
君
は
「
あ
り
が
と
う
と

い
う
気
持
ち
で
食
べ
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

霧島の自然を生かした活動
豊富な地下水を利用したニジマス飼育で命の大切さを知る

釣り大会を楽しんだ子どもたち

「環境が人を創
つく

る」といわれますが、周りとの関わりの
中で正しい人間関係を築いていくことが大切です。本
校では学校・保護者・地域が一体となって子どもたち
の健全育成に取り組んでいますが、そのキーワードと
なっているのが「関わり」だと思います。各種体験活動
や地域のかたとの連携の中で子どもたちは多くの関わ
りを持ちながら自分の生き方を見つめています。万膳の
豊かな自然環境や人的環境の中で子どもたちがすくすく
と育っていくことを望んでいます。

◎
万
膳
小
学
校

福
倉  

泰た
い

一い
ち

郎ろ
う

校
長

万膳小学校
ニジマス飼育活動

大根に含まれるでんぷん分解酵素は消化を促
進し、胃もたれなどの症状に効果的。辛味成
分のイソチオシアネートには血をサラサラにし、
血栓を予防する働きもあります。

横川だいこん

「
横
川
だ
い
こ
ん
」
は
横
川
地
区
に
代
々

伝
わ
る
野
菜
で
、
そ
の
始
ま
り
は
大
正
時
代

に
な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
地
中
に
埋
ま
っ
て

い
る
部
分
が
白
色
、
地
上
に
出
て
い
る
部
分

は
赤
紫
色
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
普

通
の
大
根
よ
り
硬
く
て
煮
く
ず
れ
し
に
く
い

と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
３
月
に
は
鹿
児
島
県
が
消
費

者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
伝
統
野
菜
と

し
て
指
定
す
る
「
か
ご
し
ま
の
伝
統
野
菜
」

に
、
国
分
地
区
な
ど
で
復
活
し
た
「
国
分
だ

い
こ
ん
」
と
と
も
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

横
川
町
中
ノ
に
住
む
山
下
鉄
哉
さ
ん
は
農

業
一
筋
50
年
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
食
べ
て
き
た

横
川
だ
い
こ
ん
を
、
ず
っ
と
作
り
続
け
て
い

ま
す
。
妻
の
ノ
リ
子
さ
ん
と
毎
年
10
月
上
旬

に
種
ま
き
を
し
、
12
月
か
ら
２
月
に
か
け
て

収
穫
し
て
、
横
川
物
産
館
「
よ
い
や
ん
せ
」

に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

山
下
さ
ん
は
「
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地
で

代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
横
川
だ
い
こ
ん
を

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

食
べ
物
の
消
化
を
助
け
る
働
き
も
あ
る
大

根
。
お
正
月
の
ご
馳
走
で
疲
れ
た
胃
を
い
た

わ
る
た
め
に
も
い
か
が
で
す
か
。

伝統野菜「横川だいこん」を使った
おすすめの一品

山下鉄哉さん・ノリ子さんご夫妻

◎横川町中ノ在住

【材料】
大根１／２本、ひき肉200g、おろししょ
うが小さじ１、しょうゆ（うす口）大さ
じ１、鶏がらスープの素（もと）小さじ２、
ごま油少々、片栗粉少々、ねぎ少々

【作り方】
�①�大根は３㎝くらいの厚さに切り面取
りをし、米のとぎ汁で下ゆでをして
おく。

②�ごま油で炒めたひき肉におろししょ
うがを加え軽く炒める。
③�大根が浸るくらい水を入れ、うす口
しょうゆと鶏ガラスープの素を加える。

④�水溶き片栗粉でとろみをつけ、盛り
付けたものにねぎをそえる。

大根の中華あんかけ

slow
 food &

 introduction
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た
石
の
塊
が
数
千
年
か
ら
数
十
万
年
の
長
い

年
月
に
わ
た
っ
て
回
転
し
、
河
床
の
岩
に
凹

み
を
生
じ
さ
せ
次
第
に
穴
が
大
き
く
な
り
、

そ
の
中
に
落
ち
込
ん
だ
石
の
塊
が
さ
ら
に
内

部
で
渦
を
巻
き
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
す
。

真
米
甌
穴
群
は
、
約
二
万
五
千
年
前
の
姶

良
カ
ル
デ
ラ
噴
出
物
で
あ
る
溶
結
凝ぎ

ょ
う

灰か
い

岩
が

河
床
部
を
構
成

し
て
お
り
、
岩

石
が
非
常
に
軟

弱
で
あ
る
た
め
、

数
千
年
の
歳
月

で
甌
穴
を
つ
く

り
出
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

二
、
真
米
甌
穴
群

真
米
甌
穴
群
の
特
徴
と
し
て
は
、
甌
穴
の

初
期
の
段
階
か
ら
甌
穴
が
発
達
し
て
ひ
と
つ

に
つ
な
が
り
溝
を
形
成
し
、
そ
れ
が
数
段
に

わ
た
っ
て
繰
り
返
す
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
で
も
、
断
層
に

沿
っ
て
で
き
た
ト
ン
ネ
ル
や
滝
、
深
さ
三
㍍

を
越
す
甌
穴
は
圧
巻
で
、
そ
の
規
模
や
甌
穴

の
種
類
は
ほ
か
に
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

次
の
写
真
は
、
先
日
甌
穴
群
を
調
査
し
た

時
に
発
見
し
た
「
甌
穴
の
赤
ち
ゃ
ん
」
で
す
。

写
真
を
よ
く
観
察
す
る
と
甌
穴
の
中
央
に
突

き
出
た
よ
う
な
石
柱
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
甌
穴
に
成
り
か
け
の
窪
み
に
石

が
回
転
し
て
、
周
辺
部
だ
け
が
削
ら
れ
、
中

央
の
石
が
残
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

ま
さ
に
、
甌

穴
の
赤
ち
ゃ
ん

で
あ
り
、
甌
穴

の
種
類
の
中
で

も
非
常
に
珍
し

い
も
の
で
す
。

真
米
甌
穴
群

の
も
う
ひ
と
つ

の
特
徴
と
し
て
は
、
甌
穴
群
の
上
流
に
、
塩

浸
水
力
発
電
所
で
利
用
す
る
河
川
の
水
を
取

り
入
れ
る
取
水
施
設
が
あ
る
こ
と
で
す
。
こ

の
、
取
水
施
設
の
た
め
に
下
流
域
の
河
川
の

水
が
少
な
く
な
り
、
甌
穴
が
水
面
か
ら
露
出

し
て
、
ほ
か
の
甌
穴
群
に
比
べ
て
安
全
に
観

察
で
き
る
こ
と
で
す
。
本
来
で
し
た
ら
、
写

真
の
甌
穴
の
ほ
と
ん
ど
は
、
水
面
下
に
あ
り
、

現
在
も
甌
穴
が
発
達
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

水
力
発
電
所
が
も
た
ら
し
た
副
産
物
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

三
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
火
山
活
動

ま
た
、
甌
穴
群
に
は
、
阿
多
カ
ル
デ
ラ
噴

出
（
約
十
万
年
前
）
の
火
砕
流
と
姶
良
カ
ル

デ
ラ
噴
出
（
約
二
万
五
千
年
前
）
の
火
砕
流

の
地
層
が
連
な
っ
て
露
出
し
て
い
る
場
所
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
姶
良
カ

ル
デ
ラ
が
爆
発
し
た
約
二
万
五
千
年
前
、
当

地
域
が
現
在
と
同
じ
よ
う
な
渓
谷
で
あ
っ
た

こ
と
を
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
甌
穴
群
の
下
流
域
（
塩
浸
水
力
発

電
所
付
近
）
に
は
、
さ
ら
に
古
い
加
久
籐
カ

ル
デ
ラ
噴
出
（
約
三
十
万
年
前
）
起
源
の
溶

結
凝
灰
岩
を
見
る
こ
と
で
き
、
地
質
学
的
に

も
大
変
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
当
地
域
に
は
絶
滅
危き

惧ぐ

種
で

あ
る「
カ
ワ
ゴ
ケ
ソ
ウ
」が
自
生
し
て
い
ま
す
。

カ
ワ
ゴ
ケ
ソ
ウ
は
急
流
の
岩
盤
や
大
き
な
石

に
固
着
し
て
生
育
し
て
お
り
、
葉
は
針
状
で

茎
と
と
も
に
退
化
し
、
代
わ
っ
て
根
に
葉
緑

素
を
持
つ
非
常
に
珍
し
い
植
物
で
す
。
ま
た
、

カ
ワ
ゴ
ケ
ソ
ウ
の
育
成
環
境
は
極
め
て
水
質

の
良
い
清
流
の
日
の
あ
た
る
穏
や
か
な
流
れ

の
場
所
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
河
川
の
水

質
汚
染
な
ど
環
境
変
化
の
指
標
生
物
に
も
な

り
、
植
物
学
的
に
も
非
常
に
貴
重
な
植
物
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
真
米
甌
穴
群
に
、
一
度
出
か

け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
文
責
：
鈴
）

霧
島
市
の
地
形
は
、
平
成
十
九
年
八
月
号

で
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
、
火
山
活
動
と
そ

の
後
の
流
水
作
用
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
特
徴
と
し
て
は
、
カ
ル
デ
ラ
台
地
を

え
ぐ
る
深
い
渓
谷
や
甌
穴
、
落
差
の
あ
る
滝

が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
中
で
も
最
長
か
つ
多
種
多

様
な
形
態
の
甌
穴
が
見
ら
れ
る
「
真
米
甌
穴

群
」
を
紹
介
し
ま
す
。

真
米
甌
穴
群
は
牧
園
町
・
横
川
町
・
隼
人

町
の
境
を
流
れ
る
天
降
川
中
流
域
に
あ
り
、

国
道
２
２
３
号

沿
い
に
あ
る
塩

浸
水
力
発
電
所

か
ら
上
流
に
約

４
㌔
続
い
て
い

ま
す
。

一
、
甌
穴
は
な
ぜ
で
き
る
の
？

甌
穴
は
水
流
が
渦
巻
い
て
、
河
床
に
あ
っ

真ま

米ご
め

甌お
う

穴け
つ

群ぐ
ん

histo
ry

&
info

rm
a

tio
n

甌穴がつながり段差を形成

カルデラ台地の下部の凝灰岩を浸食

甌穴の赤ちゃん

黒色＝阿多火砕流
灰色＝入

い
戸
と
火砕流（姶良）
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図書館だより▶▶▶

国
分
図
書
館

●
り
ん
ご
の
木
「
お
は
な
し
会
」

〈
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
た
め

の
お
は
な
し
の
部
屋
〉
…
読
み
聞

か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
な
ど

◦�

日
時
＝
２
月
２
日（
月
）午
前
10

時
30
分
～
11
時

〈
幼
児
と
小
学
生
の
た
め
の
お
は

な
し
の
部
屋
〉
…
読
み
聞
か
せ
、

わ
ら
べ
う
た
、
語
り
な
ど

◦�

日
時
＝
２
月
７
日（
土
）午
前
10

時
30
分
～
11
時
15
分

※
場
所
＝
お
は
な
し
の
部
屋

●�

ほ
る
と
の
森
「
お
は
な
し
会
」

読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
、
大
型

絵
本
な
ど　
　
　

◦�

日
時
＝
２
月
14
・
28
日（
土
）午

後
２
時
～
２
時
30
分

※
場
所
＝
お
は
な
し
の
部
屋

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
図
書
館

☎（
64
）０
９
１
８　

隼
人
図
書
館

●
お
は
な
し
の
部
屋

◦�

日
時
＝
２
月
５
日（
木
）午
後
４

時
～
４
時
30
分（
幼
児
）、
２
月

６
日（
金
）午
前
11
時
～
11
時
30

分
（
赤
ち
ゃ
ん
）、
２
月
15
日�

（
日
）午
前
11
時
～
11
時
30
分

（
幼
児
・
小
学
生
）　

●
子
ど
も
映
画
教
室

◦�

日
時
＝
２
月
22
日（
日
）午
前
10

時
～
11
時
30
分

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
図
書
館

☎（
43
）７
５
７
４

各
種
映
画
会
開
催
の
案
内

●
冬
の
映
画
祭

◦�
作
品
＝
イ
ン
デ
ィ
・
ジ
ョ
ー
ン

ズ
／
ク
リ
ス
タ
ル
・
ス
カ
ル
の

王
国
（
１
２
４
分
）

◦�

期
日
＝
２
月
22
日（
日
）

◦�

時
間
＝
午
前
10
時
・
午
後
２
時

◦�

場
所
＝
多
目
的
ホ
ー
ル
（
国
分

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階
）

（
無
料
）
予
約
不
要

●
な
つ
か
し
の
映
画
を
観
る
会

◦�

時
間
＝
毎
週
木
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
か
ら（
開
場
午
後
１
時
）

◦�

場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
鑑

賞
室
（
無
料
）
予
約
不
要

【
２
月
は
西
部
劇
特
集
】

◦�

５
日
＝
夕
陽
の
ガ
ン
マ
ン
（
１

３
４
分
）

◦�

12
日
＝
シ
ェ
ー
ン（
１
１
８
分
）

◦�

19
日
＝
ワ
イ
ル
ド
バ
ン
チ
（
１

４
３
分
）

◦�

26
日
＝
駅
馬
車
（
98
分
）

●
土
曜
子
ど
も
映
画
会

◦�

作
品
＝
ピ
ノ
キ
オ
（
86
分
）

◦�

期
日
＝
２
月
28
日（
土
）

◦
時
間
＝
午
前
10
時

◦�

場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
鑑

賞
室
（
無
料
）
予
約
不
要

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
☎（
64
）０
９
１
９

◎はやとすずかけ号（移動図書館日程表）

◎しろやま号（移動図書館日程表）

※上記の巡回日程は、都合により変更することがありますので、ご了承ください。
◎問い合わせ先＝国分図書館　☎（64）0918（直通）

駐　　　車　　　場　　　と　　　時　　　間
日曜 9：50～10：10 10：15～10：35 10：40～11：00 11：05～11：25 14：20～14：40 14：45～15：05 15：10～15：30 15：35～16：00

3 火 自衛隊福島官舎 広瀬特貸宿舎10:20～10:40
ニュー福島団地
10:50 ～ 11:10

国分南ニュータウン
11:15 ～ 11:35

ロイヤルシティ
新町

奈良田団地
14:50 ～ 15:10

郡田ゆうゆうタウン
15:25 ～ 15:45

宮ノ前ニュータウン
15:50 ～ 16:10

4 水 検校橋団地 下井公民館前 西山下団地 大野原団地
11:10 ～ 11:30 四方田団地 宮下団地 夕日ヶ丘団地

（国分） 名波ハイタウン

5 木 鹿児島銀行国分マンション
サンコーポラス
国分重久 新清水団地 片平・三郷 グリーンヒル

郡田
つつじヶ丘
ニュータウン

天神台団地
15:15 ～ 15:30 重久団地

6 金 清水橋（姫城消
防詰所近く）

夢ヶ丘ニュータウン
10:20 ～ 10:40

サンヒルズ重久
10:45 ～ 11:05 敷根消防詰所横 川内団地

14:50 ～ 15:10
上井団地
15:15 ～ 15:30

城山団地
15:45 ～ 16:05

12 木 福島尾籠商店前 松木公民館 野口西高城
10:50 ～ 11:10 国分南小学校　　（13：00～ 13：50）

13 金 敷根新馬場 広瀬後町通 青葉小学校　　　（13：10～ 14：00）

17 火 川原小学校　　　（10：45～ 11：30） 国分西小学校　　（13：10～ 14：00）

18 水 木原小・中小学校　（10：10～ 11：30） 国分北小学校　　（13：10～ 14：00）

19 木 平山小学校　　　（10：30～ 11：30） 上小川小学校　　（13：10～ 14：00）

20 金 塚脇小学校　　　（10：20～ 11：30） 国分小学校　　　（13：10～ 14：00）

24 火 持松小学校　　　（10：20～ 11：00） 霧島小学校　　　（13：10～ 14：00）

25 水 大塚団地
9：50 ～ 10：20

須戸川団地
10：50 ～ 11：10

福山小学校
13：10 ～ 14：00

大廻地区公民館
14：20 ～ 14：40

26 木 永水小学校　　　（13：10～ 14：00）

27 金 配本（国分保育園･あけぼの理容･愛の園幼稚園･国分小学校･清水保育
園･あおば幼稚園･アメニティ国分･重久保育園･舞鶴園･新光保育園） 向花小学校　　　（13：10～ 14：00）

2月

場所
日時 宮内地区公民館 小 浜 小 学 校 新 川 団 地

２月10日（火) 10：45～10：55 13：05～13：50 14：20～14：50
場所

日時 富隈地区公民館 万 膳 小 学 校 湯の里団地 三 田 坪

２月12日（木) 10：40～10：50 13：10～13：40 14：25～14：45 14：55～15：30
場所

日時 松永地区公民館 中福良小学校 中福良地区公民館 春光園 吉 田 温 泉

２月18日（水) 10：30～10：40 13：20～13：50 14：00～14：10 14：35～14：55 15：05～15：35
場所

日時 姫城地区公民館 安 良 小 学 校 姫城地区公民館横

２月19日（木) 10：50～11：00 13：15～14：00 15：00～15：20
場所

日時 日当山地区公民館 竹 子 小 学 校 空港南タウン 天降川団地

２月20日（金) 11：00～11：10 13：15～14：00 14：30～15：00 15：30～16：00
場所

日時 天降川地区共同利用施設 佐 々 木 小 学 校 橋之口 宇 都 団 地

２月24日（火) 10：50～11：00 13：15～14：00 14：50～15：10 15：20～15：50
場所

日時 小浜地区公民館 中 津 川 小 学 校 安楽消防分団駐車場

２月25日（水) 10：50～11：00 13：05～13：50 14：05～14：35
場所

日時 小野地区公民館 三 体 小 学 校 東郷団地

２月26日（木) 10：50～11：00 13：15～14：00 15：40～16：20

※上記の巡回日程は、都合により変更することがありますので、ご了承ください。
◎公民館・共同利用施設は配本のみ　◎問い合わせ先：隼人図書館／☎43―7574
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今
年
か
ら
特
定
検
診
も
は
じ
ま
り
、
健
康

の
こ
と
を
考
え
る
機
会
が
増
え
て
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は「
高
血
圧
症
」

に
つ
い
て
、
２
回
に
わ
た
り
で
き
る
だ
け
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
血
圧
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
で
し
ょ

う
か
。
人
間
の
体
に
は
縦

じ
ゅ
う

横お
う

無む

尽じ
ん

に
血
管
が

張
り
巡
ら
さ
れ
、
体
内
の
組
織
に
血
液
が
い

き
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

心
に
あ
る
の
が
こ
ぶ
し
１
個
ほ
ど
の
大
き
さ

の
心
臓
で
あ
り
、
こ
の
筋
肉
で
で
き
た
ポ
ン

プ
が
血
液
を
送
り
ま
す
。
そ
の
圧
力
は
軽
自

動
車
１
台
を
持
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

ど
強
力
な
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

血
圧
に
は
「
上
」
と
「
下
」
が
あ
り
ま
す
が
、

正
確
に
は
上
＝
収
縮
期
血
圧
、
下
＝
拡
張
期

血
圧
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
心
臓
が
ポ
ン
プ

で
あ
る
と
い
う
性
質
上
、
血
液
を
送
り
出
す

と
き
と
血
液
を
心
臓
に
迎
え
入
れ
る
時
間
が

あ
る
た
め
に
で
き
る
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

に
正
常
範
囲
が
あ
り
、
そ
れ
を
正
常
血
圧
と

呼
び
ま
す
。
日
本
高
血
圧
学
会
の
基
準
（
２

０
０
４
年
版
）
で
は
、上
が
１
４
０
㍉
Hg
（
水

銀
柱
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
以
上
、
下
が
90
㍉
Hg

以
上
は
高
血
圧
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
血
圧
が
高
い
と
い
け
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
病
院
を
た
ず
ね
て
い
た
だ
く
か
た
か

ら
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
こ
の
質
問
を

受
け
ま
す
。
多
く
の
場
合
で
は
血
圧
が
高
い

こ
と
に
よ
る
自
覚
症
状
は
、
こ
と
の
重
大
さ

に
比
較
す
る
と
わ
ず
か
な
も
の
で
あ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。「
そ
う
い
え
ば
頭
が
重
い
」、

「
言
わ
れ
て
み
る
と
肩
こ
り
が
あ
る
」
と
い

う
程
度
で
気
に
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
ま
ま

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
症
状
が

あ
り
、
血
圧
が
高
い
と
指
摘
さ
れ
た
な
ら
要

注
意
で
す
。

あ
な
た
の
体
の
中
で
起
き
て
い
る
こ
と
を

例
え
話
で
説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

庭
に
水
を
ま
く
ホ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
Ａ

さ
ん
は
几き

帳ち
ょ
う

面め
ん

な
人
で
水
を
ま
く
と
き
だ
け

家
か
ら
持
ち
出
し
て
使
い
ま
す
。
Ｂ
さ
ん
は

面
倒
く
さ
が
り
屋
で
、
日
光
が
あ
た
り
暑
さ

寒
さ
も
激
し
い
屋
外
に
放
り
っ
ぱ
な
し
、
お

ま
け
に
水
道
の
栓
も
閉
め
ず
に
ホ
ー
ス
は
い

つ
も
パ
ン
パ
ン
に
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。
Ａ
さ

ん
は
言
い
ま
す
「
Ｂ
さ
ん
、
そ
ん
な
ふ
う
に

し
て
い
る
と
ホ
ー
ス
が
痛
ん
で
水
が
漏
れ
て

し
ま
い
ま
す
よ
」。
で
も
Ｂ
さ
ん
は
言
い
返

し
ま
す
「
今
は
水
漏
れ
も
な
い
し
ど
う
し
て

悪
い
ん
だ
」、
と
。

ど
ち
ら
の
ホ
ー
ス
が
早
く
痛
む
か
は
、
皆

さ
ん
で
し
た
ら
お
わ
か
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

紫
外
線
を
浴
び
、
暑
さ
寒
さ
に
さ
ら
さ
れ

た
ゴ
ム
は
ひ
び
割
れ
、溶
け
た
り
、硬
く
な
っ

た
り
、
ま
た
い
つ
も
か
か
る
水
圧
で
当
然
す

ぐ
に
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
こ

れ
と
同
じ
こ
と
が
私
た
ち
の
体
の
中
で
起
こ

る
と
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
体
の
中
で
起

高血圧

こ
っ
た
こ
の
現
象
を
動
脈
硬
化
と
呼
び
ま
す
。

こ
れ
が
頭
の
中
で
起
こ
れ
ば
脳
卒
中
（
脳の

う

梗こ
う

塞そ
く

、脳
出
血
）、心
臓
に
起
こ
れ
ば
狭
心
症
、
心

筋
梗
塞
と
な
る
で
し
ょ
う
。
ど
の
病
気
も
一

度
起
こ
っ
て
し
ま
え
ば
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
状
態
に
な
り
か
ね
な
い
病
気
で
す
。
も
ち

ろ
ん
冒
頭
で
説
明
し
ま
し
た
が
、
血
管
は
体

中
に
あ
り
ま
す
の
で
、
足
に
行
く
血
管
に
起

こ
れ
ば
足
が
重
た
く
な
り
歩
け
な
く
な
る
病

気
な
ど
も
お
こ
し
ま
す
。
こ
れ
で
高
血
圧
を

放
置
す
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
危
険
な
こ
と
か

あ
る
程
度
ご
理
解
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

い
や
は
や
、
高
血
圧
と
は
厄や

っ
か
い介

な
も
の
で

す
。
も
し
血
圧
の
こ
と
が
気
に
な
っ
た
な
ら

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
病
院
で

も
血
圧
は
測
れ
ま
す
が
、
最
近
は
安
価
で
高

性
能
な
血
圧
計
が
ご
家
庭
で
も
普
及
し
て
い

る
よ
う
で
す
。［
家
庭
用
で
も
で
き
れ
ば
上

腕
部
分
に
カ
フ
（
腕
に
巻
く
ベ
ル
ト
）
を
巻

く
も
の
を
お
勧
め
し
ま
す
。］

自
宅
で
血
圧
を
測
る
場
合
に
大
切
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
条
件
を
揃そ

ろ

え
る
こ
と

で
す
。
朝
方
測
定
す
る
場
合
は
起
床
後
１
時

間
以
内
で
朝
食
前
に
排
尿
を
済
ま
せ
、
座
っ

て
１
、
２
分
ほ
ど
安
静
に
し
た
後
に
測
り
ま

す
。
夜
は
寝
る
直
前
に
、
座
っ
て
１
、
２
分

安
静
に
し
た
後
に
測
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

カ
フ
の
高
さ
は
心
臓
の
高
さ
に
、
カ
フ
は
直

接
腕
に
巻
き
ま
し
ょ
う
。　

次
回
は
血
圧
の
目
標
や
治
療
な
ど
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

高
血
圧
症
に
つ
い
て

やさしい医療講座
姶良郡医師会理事［生涯教育主担当］
林内科院長／林　雅夫

M E D I C A L  L E C T U R E

◎日曜・祝日薬局日程表 姶良郡薬剤師会

姶良郡医師会◎日曜・祝日在宅医担当表

◎原則として往診はいたしません。
◎ 都合により変更になる場合がありますので、ご連絡のうえ受診してください。
◎内科・外科系の担当時間は午前９時から午後５時までです。
◎眼科系の担当時間は午前９時から午後１時までです。

月　日 曜日 薬　局　名 電　話 地　区
2月 1日 日 グリーン薬局 ４６－６８８６ 隼　　人

8日 日
㈱霧島市民薬局 ４５－４３３８ 国　　分

ひまわり薬局 ４８－５５２０ 国　　分

11日 水 サン調剤薬局 ７２－１８００ 横　　川

15日 日
こすもす薬局 ４４－７１７５ 隼　　人

ニック調剤薬局国分西店 ５６－７５７７ 隼　　人

22日 日 霧島市民薬局中央 ４４－１８５５ 隼　　人

◀◀◀保健だより

結
核
・
肺
が
ん
検
診（
脱
漏
）

の
お
知
ら
せ

　

65
歳
以
上
（
平
成
21
年
３
月
31

日
現
在
）
の
全
市
民
を
対
象
に
し

た
結
核
・
肺
が
ん
検
診
（
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
）
の
脱
漏
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
平
成
20
年
６
月
か
ら

８
月
の
巡
回
検
診
で
受
診
で
き
な

か
っ
た
か
た
の
予
備
日
で
す
の
で
、

平
成
20
年
度
に
巡
回
検
診
ま
た
は
、

医
療
機
関
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
ら

れ
た
か
た
は
受
け
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課

☎（
64
）０
９
０
５

小
児
科
・
内
科
夜
間
救
急
診
療

◦�

月
～
金
曜
日
（
受
付
時
間
）

　

午
後
７
時
30
分
～
10
時
30
分

◦�

土
曜
・
日
曜
・
祝
休
日

　

午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
医
師

会
医
療
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
１

７
１

休
日
歯
科
救
急
診
療

◦�

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

◦�

場
所
＝
姶
良
郡
歯
科
医
師
会
館

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー（
空
港
近
く
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
姶
良
郡
歯
科

医
師
会
☎（
58
）４
３
８
８

姶良郡薬剤師会　☎（64）2239 ／ＦＡＸ（43）3299	

結核・肺がん検診脱漏　日程
2 月 9 日（月）

すこやか保健センター 	9:00 ～ 10:00

溝辺保健福祉センター 11:00 ～ 11:30

横川保健センター 13:30 ～ 14:00

牧園保健センター 14:30 ～ 15:00

2 月 10 日（火）
霧島保健福祉センター 	9:00 ～	9:30

国分保健センター 10:30 ～ 11:30

福山公民館 13:30 ～ 14:00

月　日 曜日 病　院　名 診療科目 電　話 地  区

2月 1日 日

とくしげ耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 ４６－８１３３ 国 分

永山医院 内科小児科 ４２－０１０９ 隼 人

松下亮治内科 内科循環器科 ６２－００８４ 加治木町

姶良整形外科病院 整形外科 ６５－７５７５ 姶 良 町

吉松温泉医院 内科 ７５－３３１１ 湧 水 町

青雲会病院眼科 眼科 ６６－３０８０ 姶 良 町

かわの小児科 小児科 ４２－８８６６ 隼 人

8日 日

国分生協病院 内科 ４５－４８０６ 国 分

隼人クリニック 外科 ４３－５５１１ 隼 人

徳重クリニック 内科耳鼻咽喉科 ６２－２６７２ 加治木町

中西医院 内科 ６５－１７１７ 姶 良 町

霧島桜ヶ丘病院 内科神経精神科 ７８－３１３５ 牧 園

高倉眼科 眼科 ４７－７３００ 国 分

すこやかクリニック 小児科 ６２－０３０８ 加治木町

11日 水

原口産婦人科 産婦人科 ４５－００５２ 国 分

山下内科クリニック 内科 ４３－０４６０ 隼 人

さんのう内科 内科循環器科 ６３－３０００ 加治木町

池畑内科医院 内呼小児科 ６６－０２３１ 姶 良 町

林内科 内科小児科 ７２－１８１８ 横 川

加治木白石眼科医院 眼科 ６３－１２００ 加治木町

なかむら小児科 小児科 ６４－３７１１ 加治木町

15日 日

原口内科消化器科 内科消化器科 ４６－２２３２ 国 分

山路クリニック 外科 ４３－２０３３ 隼 人

浜崎クリニック 消化器外科内科 ６２－８５８８ 加治木町

徳重医院 内小児胃腸科 ６５－２０７０ 姶 良 町

霧島温泉クリニック 内科 ７８－２３３８ 牧 園

田中眼科医院 眼科 ６５－３９８６ 姶 良 町

きたはらこどもクリニック 小児科 ６４－０６７７ 国 分

22日 日

浜田医院 皮膚科 ４５－０５０６ 国 分

島田泌尿器科医院 泌尿器科 ４２－７７３３ 隼 人

川島クリニック 外科内科 ６２－７２００ 加治木町

山下わたる内科 内科 ６７－０１０１ 姶 良 町

ひらしまクリニック 胃腸科外科内科 ７４－２８００ 湧 水 町

渡辺眼科クリニック 眼科 ４５－６８８８ 国 分

あいら小児科 小児科 ６６－０１１５ 姶 良 町
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第
13
回
龍
馬
ハ
ネ
ム
ー
ン

ウ
ォ
ー
ク
in
霧
島

１
８
６
６
年
土
佐
の
坂
本
龍
馬

と
そ
の
妻
お
龍
が
日
本
で
最
初
の

新
婚
旅
行
に
訪
れ
た
霧
島
の
地
。

日
本
の
将
来
を
思
い
描
き
な
が
ら

二
人
が
歩
い
た
道
を
現
代
の
龍
馬

と
お
龍
と
な
っ
て
歩
き
、
霧
島
の

自
然
や
歴
史
を
楽
し
む
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
コ
ー
ス
に
妙
見

コ
ー
ス
を
加
え
、
以
前
に
も
増
し

て
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

期
日
＝
３
月
14
日（
土
）・
15
日

（
日
）
※
雨
天
決
行

◦�

参
加
料
＝
一
般
１
８
０
０
円
、

中
・
高
生
９
０
０
円
、
小
学
生

以
下
４
０
０
円

※
当
日
参
加
は
別
料
金

※
一
日
参
加
も
二
日
参
加
も
同
額

◦�

申
込
方
法
＝
参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
参
加
申
込
書
（
大
会
要

項
）
は
観
光
課
や
隼
人
庁
舎
、

各
総
合
支
所
に
あ
り
ま
す
。

※�

龍
馬
高
千
穂
登
山
コ
ー
ス
は
先

着
１
０
０
人
ま
で
、
妙
見
温
泉

コ
ー
ス
は
先
着
２
０
０
人
ま
で

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ

の
二
つ
の
コ
ー
ス
は
事
前
に
電

話
予
約
が
必
要
で
す
。

◦�

申
込
期
限
＝
２
月
20
日（
金
）

※�

大
会
当
日
に
申
し
込
ま
れ
る
か

た
は
各
コ
ー
ス
の
出
発
時
刻
30

分
前
ま
で
に
受
付
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
龍
馬

ハ
ネ
ム
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委

員
会
（
観
光
課
内
）
☎（
45
）５

１
５
７
、【
土
日
】
霧
島
市
観

光
案
内
所
内
☎（
57
）１
５
８

８

G ender equality ◎男女共同参画

平
成
21
年
度
市
県
民
税
・

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料
・
長
寿
（
後
期
高

齢
者
）
医
療
保
険
料
の
申

告
に
つ
い
て

平
成
20
年
分
の
所
得
の
申
告
の

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
申
告

は
、
市
県
民
税
額
を
正
し
く
算
出

す
る
基
礎
と
な
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
・
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医

療
保
険
料
の
算
定
基
礎
と
な
り
ま

す
。
申
告
を
し
な
い
と
国
民
健
康

保
険
税
や
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）

医
療
保
険
料
の
軽
減
措
置
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る
ほ
か
、
市
営
住
宅

や
児
童
手
当
、
保
育
園
な
ど
の
手

続
き
に
必
要
な
所
得
証
明
書
な
ど

が
発
行
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

申
告
の
詳
細
（
日
程
な
ど
）
は
、

１
月
14
日
に
発
送
し
た
「
平
成
21

年
度
申
告
案
内
」（
Ａ
３
用
紙
）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
税
務
担
当

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◦�

営
業
や
農
業
な
ど
の
収
支
が
あ

る
か
た
は
、
領
収
書
な
ど
を
整

理
し
、
収
支
内
訳
書
を
書
い
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

◦�

医
療
費
の
領
収
書
は
、
病
院
・

個
人
ご
と
に
１
年
分
を
ま
と
め

て
整
理
し
、
計
算
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

◎�
問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
市
民

税
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
０
２
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

◎�

所
得
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先
＝
加
治
木
税
務

署
☎（
62
）２
１
６
１

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
を
は
じ
め
よ
う

「
ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）」
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
な

ど
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ｅ

︲
Ｔ
ａ
ｘ
を
始
め
る
に
は
、
事
前

に
電
子
証
明
書
（
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
に
基
づ
く
電
子
証
明

書
）
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
の
準
備
が
必
要
で
す
。

①�

電
子
証
明
書
＝
住
民
票
の
あ
る

市
区
町
村
の
窓
口
で
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）

を
入
手
し
、
電
子
証
明
書
の
発

行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
※
手

数
料
が
必
要
で
す
。

②�
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
＝

家
電
量
販
店
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
で
購
入
で
き
ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
.

e-tax.nta.go.jp

）で
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。

●
法
定
調
書
は
２
月
２
日
ま
で

給
料
、
報
酬
、
不
動
産
の
使
用

料
な
ど
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、

源
泉
徴
収
票
や
支
払
調
書
な
ど
の

法
定
調
書
を
税
務
署
に
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
20

年
中
の
支
払
い
に
か
か
わ
る
法
定

調
書
は
２
月
２
日
（
月
）
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
加
治
木
税
務

署
☎（
62
）２
１
６
１

妊
婦
健
康
診
査
の

公
費
負
担
を

７
回
か
ら
14
回
に

妊
婦
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
を
守

る
た
め
に
、
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で

の
間
に
14
回
の
妊
婦
健
康
診
査
を

受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
で
は
少
子
化
対
策
の
一
つ
と

し
て
、
妊
娠
中
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
目
的
に
、
妊
婦
健
康
診
査

公
費
負
担
を
７
回
か
ら
14
回
に
増

や
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
１
月
１
日
以
降
の
妊

娠
届
出
者
へ
は
14
回
分
の
受
診
票

を
交
付
し
、
平
成
20
年
12
月
31
日

以
前
の
妊
娠
届
出
者
で
、
出
産
予

定
日
が
１
月
１
日
以
降
の
か
た
に

対
し
て
は
、
追
加
の
受
診
票
７
枚

を
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
す
で
に

交
付
し
て
い
る
未
使
用
の
妊
婦
健

康
診
査
受
診
票
も
使
用
で
き
ま

す
。転

入
さ
れ
た
か
た
で
、
妊
娠
届

け
出
を
行
っ
て
い
な
い
か
た
、
ま

た
は
出
産
予
定
を
過
ぎ
て
い
る
か

た
は
、
健
康
増
進
課
、
各
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

現
在
日
本
で
は
、
毎
年
３
万
人

以
上
の
か
た
が
肝
臓
が
ん
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
原
因
の
多
く
は

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
が
、
そ
の
約
80
㌫
は

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ

る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
自
分
が

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

い
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
過
ご
し
て

い
る
か
た
が
１
０
０
万
人
以
上
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
血
液
検

査
に
お
い
て
簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
で

き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

◦�

対
象
者
＝
今
年
度
40
歳
と
な
る

市
民
お
よ
び
41
歳
以
上
で
過
去

に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
か
た

◦�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
40
歳
と
な

る
か
た
は
市
か
ら
送
付
さ
れ
た

は
が
き
。
41
歳
以
上
と
な
る
か

た
で
検
診
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
健
康
増
進
課
、
各
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課

☎（
64
）０
９
０
５

H ealth ◎健康情報

シ
リ
ー
ズ
４

「
霧
島
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」

基
本
目
標
③

～
能
力
発
揮
の
機
会
が
平
等

で
あ
る
社
会
～

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す

る
た
め
の
霧
島
市
男
女
共
同
参
画

計
画
。
シ
リ
ー
ズ
４
で
は
基
本
目

標
③
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●�

政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女

性
の
参
画
促
進

社
会
の
構
成
員
が
政
策
・
方
針

の
立
案
お
よ
び
決
定
に
共
同
し
て

参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ

と
は
、
男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が

で
き
、
共
に
責
任
を
担
う
べ
き
男

女
共
同
参
画
社
会
の
基
盤
を
な
す

こ
と
で
あ
り
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
の
多
様
性
の
確
保
の
た
め

に
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。

市
の
審
議
会
な
ど
に
お
け
る
女

性
委
員
の
割
合
の
目
標
を
平
成
29

年
度
ま
で
に
40
㌫
と
定
め
、
目
標

率
達
成
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
る
と
と
も
に
、
市
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
け
る
意
思
決
定
過
程
へ

の
女
性
の
参
画
が
促
進
さ
れ
る
よ

う
人
材
の
育
成
や
情
報
の
提
供
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
平
等
主
義
と
成
績
主
義

の
原
則
に
基
づ
き
な
が
ら
、
市
職

員
の
能
力
を
適
正
に
評
価
し
、
女

性
の
積
極
的
な
管
理
職
登
用
や
女

性
の
職
域
拡
大
に
努
め
ま
す
。

●�

就
労
の
場
に
お
け
る
男
女
の
均

等
な
機
会
と
待
遇
の
確
保

働
き
た
い
人
が
性
別
に
か
か
わ

り
な
く
そ
の
能
力
を
発
揮
で
き
る

社
会
づ
く
り
は
、
男
女
の
基
本
的

人
権
に
深
く
か
か
わ
る
と
と
も
に
、

少
子
化
が
進
展
し
労
働
力
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
現
状
に
お
い
て
、
多

様
な
人
材
の
活
躍
を
促
し
経
済
社

会
の
活
力
の
源
と
な
る
も
の
で
す
。

雇
用
の
分
野
に
お
い
て
は
、
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
現
実
に
は
男
女
の

格
差
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
に
基
づ
く
雇
用

環
境
の
整
備
の
促
進
を
図
る
と
と

も
に
女
性
の
能
力
開
発
と
育
児
な

ど
の
た
め
に
退
職
し
た
女
性
の
再

就
職
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

自
営
業
な
ど
雇
用
以
外
の
就
労
の

分
野
に
携
わ
る
女
性
は
、
生
産
や

経
営
の
担
い
手
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
も
の
の
、
働

く
場
と
生
活
の
場
が
一
体
化
し
て

い
る
状
況
や
、
そ
の
貢
献
に
見
合

う
評
価
が
得
ら
れ
に
く
い
状
況
も

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
就
業
条
件

の
整
備
、
女
性
の
能
力
を
発
揮
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
理
工
系
分
野
へ
の
女

性
の
参
画
や
保
育
士
な
ど
へ
の
男

性
の
参
画
な
ど
、
男
女
い
ず
れ
か

が
少
な
い
職
業
分
野
へ
の
参
画
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政
策
課

男
女
共
同
参
画
推
進
グ
ル
ー
プ

☎（
64
）０
９
１
４

E vent ◎イベント情報 T ax ◎税務情報
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肝炎ウイルス検診日程と料金

実施日・
会場

１月30日（金） 国分保健センター

２月 ２日（月） すこやか保健センター（隼人）

受付時間 8：00 ～ 9：00 ・ 13：30 ～ 14：30

料金 Ｂ型１００円・Ｃ型５００円

期 日 コース名（距離） 参加制限 受付 出発 スタート場所

３/14
（土）

霧島温泉コース 
（距離約 10km) 無 8:00 9:30 みやまコンセール 

野外音楽堂

犬飼・中津川コース 
（距離約 23km) 無 8:00 9:30 みやまコンセール 

野外音楽堂

妙見温泉コース
（距離約 15km) 200名 8:00 9:30 みやまコンセール 

野外音楽堂

３/15
（日）

花はきりしま菜の花コース 
（距離約 12km） 無 8:30 10:00 霧島緑の村

龍馬高千穂登山コース 
（距離約 5km） 100名 9:00 10:00 高千穂河原

隼人・天降川コース 
（距離約 20km） 無 7:30 9:00 霧島市 

隼人運動場

※  B コースは、復路 18km 地点にゴー
ルを設置します。午後３時以降に
この地点を通過するかたを対象に
みやまコンセールまでバスでお送
りします。（無料）

※ Ｃコースはゴール後、スタート地
点までバスでお送りします。（無料）

※  E コース以外の大会開始時刻は、
ＪＲダイヤを考慮し設定してあり
ます。

※  F コースは、日当山温泉コース（往
復約８km）も設置しています。

◎コースと出発時刻

A
B
C
D
E
F



国分出身、国分中央高校卒、現在鹿児島大学教育学部に通う。
平成18年南日本美術展ＪＡＬ賞、平成20年県美展記念大賞、南
日本美術展海童賞、鹿児島大学学長賞などを受賞。

山元梨香さん� 国分在住

THE SCENE

霧島に生きる

第
55
回
記
念
県
美
展
で
史
上
最
年
少
の
20

歳
で
最
高
賞
の
記
念
大
賞
を
受
賞
し
た
山
元

梨
香
さ
ん
。
国
分
在
住
で
現
在
、
鹿
児
島
大

学
の
３
年
生
で
す
。

山
元
さ
ん
が
専
門
的
に
絵
を
学
び
始
め
た

の
は
高
校
３
年
生
の
こ
ろ
。
国
分
中
央
高
校

の
美
術
部
に
在
籍
し
て
い
た
と
き
、
師
と
も

言
う
べ
き
人
に
出
会
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
国

分
中
央
高
校
美
術
科
教
師
の
宍し

し

野の

寛か
ん

先
生
。

南
日
本
美
術
展
で
吉
井
賞
の
受
賞
歴
を
持
ち
、

和わ

気け

神
社
に
飾
ら
れ
て
い
る
日
本
一
の
絵
馬

の
原
画
制
作
者
で
す
。「
私
に
と
っ
て
宍
野

先
生
と
の
出
会
い
は
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

で
し
た
」
と
話
す
よ
う
に
、
宍
野
先
生
に
学

び
始
め
て
か
ら
、
九
州
地
区
の
高
校
生
を
対

象
に
し
た
美
術
展
で
一
位
に
選
ば
れ
る
ほ
ど

ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。

大
学
で
も
美
術
を
専
攻
し
、
大
学
１
年
の

と
き
に
は
南
日
本
美
術
展
で
Ｊ
Ａ
Ｌ
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、
着
実
に
そ
の
才
能
を
伸
ば
し

て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
学
２
年
の
と

き
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。「
宍
野
先

生
の
絵
に
影
響
を
受
け
て
成
長
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
自
分
の
作
品
を
見
つ
め
直
し

た
と
き
、
独
自
性
に
欠
け
て
い
る
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
自
分
ら
し
さ

を
模も

索さ
く

す
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
そ
し
て

気
付
い
た
こ
と
が
自
分
に
は
ま
だ
ま
だ
い
ろ

ん
な
も
の
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
れ

以
来
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
自
分
ら
し
さ
を

追
求
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

自
分
ら
し
さ
を
探
す
こ
と
で
成
長
し
た
山

元
さ
ん
。
昨
年
は
、
県
美
術
展
の
記
念
大
賞

の
ほ
か
、
南
日
本
美
術
展
で
海
童
賞
や
鹿
児

島
大
学
の
学
長
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
そ
の

才
能
を
さ
ら
に
開
花
さ
せ
ま
し
た
。

「
県
美
展
の
作
品
は
す
り
ガ
ラ
ス
越
し
に

に
じ
ん
で
見
え
る
自
分
を
描
い
て
、
自
分
の

言
い
た
い
こ
と
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
と
い

う
気
持
ち
を
表
現
し
ま
し
た
。
絵
に
込
め
た

私
の
思
い
を
一
人
で
も
い
い
の
で
感
じ
て
も

ら
え
た
ら
嬉う

れ

し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
私

な
り
の
表
現
方
法
で
、
私
に
し
か
描
け
な
い

絵
を
描
き
た
い
で
す
」

卒
業
後
は
、
美
術
教
師
を
目
指
し
て
い
る

山
元
さ
ん
。「
絵
を
描
く
こ
と
で
人
と
し
て

も
成
長
で
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
私
も
、
絵
を

描
く
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
た
め
に

美
術
教
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
絵
を
通
じ
て
多
く
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
す

表
情
は
希
望
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

山
元
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。

s
l

o
w

 
l

i
f

e

私なりの表現方法で
私にしか描けない絵を描きたい

Profile

山
元
梨
香
さ
ん
、後
ろ
の
絵
は
県
美
術
展
で
大
賞
を
受
賞
し
た
「
透
け
て
い
く
」
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K irishima Information

念
の
日
、
午
前
９
時
～
10
時
40

分
◦�

場
所
＝
み
そ
め
館

●
記
念
式
典

◦�

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
陸
上
自
衛
隊

音
楽
隊
演
奏
）

◦�

式
典
（
式
辞
、
祝
辞
お
よ
び
郷

土
芸
能
、
薬や

く

丸ま
る

野の

太だ

刀ち

自じ

顕げ
ん

流り
ゅ
う

の
披
露
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
道
義
高
揚
・

豊
か
な
心
推
進
協
議
会
事
務
局

（
総
務
課
市
民
運
動
推
進
室
）☎

（
64
）０
９
１
５

男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座

（
２
回
連
続
講
座
）

◦�

期
日
・
内
容
〈
受
講
料
無
料
〉

・�

2
月
14
日（
土
）「
男
女
共
同
参

画
社
会
と
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
と
人
権
」

◦�
講
師
＝
オ
フ
ィ
ス
ピ
ュ
ア
代
表

た
も
つ
ゆ
か
り
さ
ん　

・�

2
月
21
日（
土
）「
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

と
は
、
Ｄ
Ｖ
防
止
の
た
め
に
地

域
社
会
で
で
き
る
こ
と
」

◦�

講
師
＝
弁
護
士　

鴨か
も

志し

田だ

祐
美

さ
ん

◦�

時
間
＝
午
後
1
時
30
分
～
4
時

45
分

◦�

場
所=

国
分
公
民
館
中
研
修

室
◦�

託
児
＝
2
歳
～
小
学
2
年
生
ま

で
（
事
前
申
込
が
必
要
）

◦�

申
込
期
限
＝
2
月
12
日（
木
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画

政
策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１
４

市
民
活
動
の
イ
ロ
ハ
塾

市
民
活
動
に
興
味
の
あ
る
か
た
、

市
民
活
動
を
始
め
よ
う
と
考
え
て

い
る
か
た
、
市
民
活
動
の
運
営
に

困
っ
て
い
る
か
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

を
設
立
し
た
い
か
た
な
ど
を
対
象

に
講
座
を
３
回
開
催
し
、
市
民
活

動
の
基
礎
的
な
知
識
が
習
得
で
き

る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。

◦�

定
員
＝
30
人
（
申
込
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）〈
受
講
料
無
料
〉

◦�

日
時
＝
１
月
31
日（
土
）、
２

月
７
日（
土
）、
２
月
14
日（
土
）�

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
国
分
公
民
館
中
会
議
室

※�

１
月
31
日
は
国
分
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
３
階
会
議
室

◦�

講
師
＝
市
民
活
動
実
践
者
お
よ

び
か
ご
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン

タ
ー
理
事
長　

小
浜
洋
一
氏

◦�
申
込
期
限
＝
１
月
26
日（
月
）

◎�
問
い
合
わ
せ
先
＝
共
生
協
働
推

進
課
☎（
64
）０
９
８
８

霧
島
市
農
業
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

平
成
21
年
４
月
か
ら
農
地
等
の

権
利
移
動
の
許
可
（
３
条
）、
農

地
転
用
の
許
可
（
４
条
）、
農
地

等
の
転
用
の
た
め
の
権
利
移
動
の

許
可
（
５
条
）
は
、
県
か
ら
市
へ

の
権
限
移
譲
に
よ
り
市
の
農
業
委

員
会
が
許
可
す
る
こ
と
で
、
よ

り
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま

す
。こ

れ
に
よ
り
平
成
21
年
４
月
か

ら
は
毎
月
１
日
（
休
日
の
場
合
翌

日
）
の
締
め
切
り
に
よ
り
当
月
内

に
は
許
可
書
が
発
行
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

今
回
の
権
限
移
譲
に
よ
り
、
従

来
の
申
請
窓
口
に
変
更
は
あ
り
ま

は
市
役
所
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

・�

口
座
振
替
が
初
め
て
の
か
た
は
、

金
融
機
関
で
手
続
き
を
し
、
手

続
き
終
了
後
の
書
類
と
印
鑑
を

持
参
く
だ
さ
い
。

年
金
か
ら
の
天
引
き
中
止
は
手

続
き
上
、
一
定
の
期
間
を
要
す
る

の
で
、
申
し
出
た
時
期
に
よ
り
年

金
か
ら
の
天
引
き
中
止
の
時
期
が

遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
制
度
改
正
に
伴

い
国
民
健
康
保
険
税
を
年
金
天
引

き
で
支
払
っ
て
い
た
か
た
で
、
一

定
の
条
件
で
口
座
振
替
に
変
更
で

き
な
か
っ
た
か
た
に
つ
い
て
も
、

市
役
所
へ
申
し
出
る
こ
と
に
よ
り

口
座
振
替
で
支
払
い
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
市
民

税
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
０

２
建
国
記
念
の
日
祝
賀
行
事

国
の
誕
生
を
祝
い
先
人
の
偉
業

に
感
謝
し
、
国
を
愛
す
る
心
を
養

い
、
よ
り
豊
か
で
平
和
な
日
本
を

築
く
た
め
建
国
記
念
の
日
の
祝
賀

行
事
を
実
施
し
ま
す
。

多
数
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
２
月
11
日（
水
）建
国
記

65
歳
～
74
歳

国
民
健
康
保
険
に
加
入

の
皆
さ
ん
へ

平
成
20
年
4
月
か
ら
始
ま
っ
た

国
民
健
康
保
険
税
の
年
金
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
制
度
で
、
新
た
な

年
金
天
引
き
対
象
者
は
平
成
21
年

4
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の
天

引
き
が
始
ま
り
ま
す
。

対
象
者
は
次
の
①
～
③
の
す
べ

て
を
満
た
し
て
い
る
か
た
で
す
。

①�

世
帯
内
の
被
保
険
者
（
国
民
健

康
保
険
加
入
者
）
全
員
が
65
歳

以
上
75
歳
未
満
の
世
帯

②�

世
帯
主
（
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
み
）
の
公
的
年
金
受
給
額

が
年
額
18
万
円
以
上
の
か
た

③�

介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険

税
の
合
算
額
が
年
金
受
給
額
の

２
分
の
１
以
下
の
場
合

な
お
、
対
象
者
で
４
月
か
ら
口

座
振
替
を
希
望
す
る
か
た
は
、
１

月
末
ま
で
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

●
手
続
き

・�

今
ま
で
国
民
健
康
保
険
税
を
口

座
振
替
で
支
払
っ
て
い
た
か
た

市からの
お知らせや
募集などの
情報をお届けします。
詳細な情報は掲載されている問い
合わせ先に、ご連絡ください。

◎霧島市からのお知らせ

せ
ん
が
、
締
切
日
が
変
更
に
な
り

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
農
業
委
員
会

事
務
局
☎（
64
）０
９
２
９　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る

初
午
祭

◦�

期
日
＝
２
月
15
日（
日
）

４
６
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る

初
午
祭
が
鹿
児
島
神
宮
と
そ
の
周

辺
で
開
か
れ
ま
す
。
初
午
祭
は
、

牛
馬
な
ど
の
家
畜
の
奨
励
、
五
穀

豊ほ
う

穣じ
ょ
う、
家
内
安
全
を
願
う
と
と
も

に
病
気
や
災
い
な
ど
の
厄
を
祓は

ら

う

お
祭
り
で
す
。
当
日
は
20
数
頭
の

馬
と
約
２
０
０
０
人
の
踊
り
手
が

踊
り
、
20
万
人
以
上
が
訪
れ
ま
す
。

鹿
児
島
神
宮
周
辺
は
交
通
規
制

が
敷
か
れ
る
た
め
道
路
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
乗
り
合

わ
せ
や
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
交
通
規
制
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
別
途
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
初
午
前
夜

祭
は
、
今
回
は
休
止
し
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
観
光
課
観
光

グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
８
９
５

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の

救
済
等
に
関
す
る
法
律
改
正

（
平
成
20
年
12
月
1
日
改
正
）

を
緊
急
通
報
番
号
と
し
て
開
設
し

て
い
ま
す
。

◎�
問
い
合
わ
せ
先
＝
第
十
管
区
海

上
保
安
本
部
警
備
救
難
部
☎
０

９
９
（
２
５
０
）９
８
０
０

募　

集

第
55
回
市
長
と
ラ
ン
チ
で

語
イ
も
ん
そ
会

６
人
以
内
の
グ
ル
ー
プ
を
２
グ

ル
ー
プ
募
集
し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
２
月
27
日（
金
）正
午
～

午
後
１
時

※
都
合
に
よ
り
開
催
日
変
更
あ
り

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
行
政
棟
３
階
第
一
応
接
室

◦�

食
事
代
＝
自
己
負
担
６
０
０
円

◦�

申
込
期
限
＝
２
月
17
日（
火
）

◦�

申
込
方
法
＝
必
要
項
目
を
記
入

の
う
え
（
任
意
様
式
）、フ
ァ
ッ

ク
ス
、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
項
目
＝
①
開
催
日�

②
グ

ル
ー
プ
名
称　

③
代
表
者
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号�

④
グ

ル
ー
プ
の
活
動
内
容　

⑤
話
し

た
い
内
容　

⑥
申
込
者
全
員
の

氏
名
と
住
所
（
地
区
名
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
広
報

①�

特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
期
限

が
平
成
24
年
3
月
27
日
ま
で
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

②�

特
別
遺
族
給
付
金
の
支
給
対
象

が
平
成
18
年
3
月
26
日
ま
で
に

亡
く
な
っ
た
労
働
者
（
ま
た
は

特
別
加
入
者
）
の
ご
遺
族
の
か

た
へ
と
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
労
働

局
労
災
補
償
課
☎
０
９
９（
２

２
３
）８
２
８
０

特
別
慰
労
品
の
請
求
期
限
が

せ
ま
っ
て
い
ま
す

引
揚
者
、
恩
給
欠
格
者
、
戦
後

強
制
抑
留
者
で
、
ま
だ
特
別
慰
労

品
を
請
求
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は

早
急
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
は
３
月
31
日
で
す
。

請
求
書
は
保
健
福
祉
政
策
課
、
隼

人
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
独
立
行
政
法

人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　

�

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０

（
２
３
４
）９
３
３

牧
之
原
養
護
学
校
作
品
展

①
校
内
作
品
展

◦�

日
時
＝
１
月
21
日（
水
）・
22
日

（
木
）午
前
９
時
～
午
後
４
時
、

１
月
23
日
（
金
）午
前
９
時
～

12
時

◦�

場
所
＝
牧
之
原
養
護
学
校

②
校
外
作
品
展

◦�

期
日
＝
２
月
６
日（
金
）～
12
日

（
木
）

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◦�

期
日
＝
３
月
２
日（
月
）～
31
日

（
火
）

◦�

場
所
＝
鹿
児
島
空
港
３
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」

◦�

展
示
内
容
＝
①
学
校
紹
介
、
学

部
紹
介
な
ど　

②
各
教
科
、
作

業
学
習
、
自
立
活
動
、
特
別
活

動
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の

作
品
や
資
料
な
ど　

③
自
作
教

材
教
具

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
県
立
牧
之
原

養
護
学
校
作
品
展
係
☎（
56
）２

６
６
５

霧
島
市
文
化
協
会
隼
人
支
部

新
春
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

歌
謡
や
踊
り
そ
の
ほ
か
す
ば
ら

し
い
芸
能
発
表
を
ご
堪た

ん

能の
う

く
だ
さ

い
。

◦�

日
時
＝
２
月
１
日（
日
）午
後
０

時
30
分
開
演

◦�

場
所
＝
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

◦�

入
場
料
＝
１
５
０
０
円

◦�

全
席
自
由

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
振
興
課

☎（
42
）１
１
１
９

学
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念

川
原
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

◦�

日
時
＝
２
月
１
日（
日
）午
前
９

時
50
分
～
午
後
２
時

◦�

場
所
＝
川
原
小
学
校
（
国
分
）

◦�

内
容
＝
記
念
式
典
、
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
（
う
ど
ん
、
お
に
ぎ
り
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
切
花
、
野
菜
、

果
物
販
売
、
も
ち
つ
き
な
ど
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
川
原
小
学
校

☎（
45
）３
６
８
８

サ
ン
・
あ
も
り
臨
時
休
館

サ
ン
・
あ
も
り
は
初
午
祭
の
駐

車
場
と
な
る
た
め
、
次
の
と
お
り

臨
時
休
館
し
ま
す
。

◦�

期
日
＝
２
月
15
日（
日
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
サ
ン
・
あ
も

り
☎（
43
）３
３
７
３

海
に
関
す
る
事
件
・
事
故
な
ど
は

１
１
８
番
へ

海
上
保
安
庁
は
、
皆
さ
ま
か
ら

海
難
救
助
要
請
や
海
上
犯
罪
に
関

す
る
情
報
提
供
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
局
番
な
し
の
「
１
１
８
番
」

お
知
ら
せ
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動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
・�

清
掃
活
動
に
よ
り
、
地
区
内
の

美
観
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と

・�

ご
み
出
し
、
ご
み
置
き
場
の
管

理
（
自
治
会
管
理
分
の
み
）
が

良
好
で
あ
る
こ
と

・��

独
自
の
美
化
活
動
を
行
っ
て
い

る
こ
と

◎�

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境

衛
生
課
☎（
64
）０
９
５
０　

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

体
験
教
室

◦�

日
時
＝
２
月
15
日（
日
）午
前
９

時
30
分
～
12
時

◦�

場
所
＝
舞
鶴
中
学
校
体
育
館

◦�

参
加
料
＝
一
人
１
０
０
円
（
保

険
料
込
み
）

◦�

定
員
＝
50
人

◦�
講
師
＝
井
川
繁
樹
氏
（
県
ス

ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
協
会
長
）

◦�

申
込
締
切
＝
２
月
６
日（
金
）午

後
４
時
ま
で

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先=

国

分
舞
鶴
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
℻

（
46
）８
３
１
１

第
10
回
市
内
史
跡
め
ぐ
り

「
き
り
し
ま
歴
史
散
歩
」

福
山
大お

お

廻め
ぐ
り

地
区
に
あ
る
酢
畑
、

中
世
古
石
塔
群
、
小
み
か
ん
（
霧

島
市
指
定
文
化
財
）、
松
下
美
術

館
周
辺
な
ど
を
散
策
し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
２
月
７
日（
土
）午
前
８

時
45
分
～
12
時
（
小
雨
決
行
）

◦�

集
合
場
所
＝
福
山
運
動
場
（
福

山
磯
脇
）

◦�

募
集
人
員
＝
50
人

◦�

対
象
＝
小
学
生
以
上
（
幼
児
は

保
護
者
同
伴
に
て
参
加
可
）

◦�

参
加
料
＝
無
料

◦�

申
込
期
間
＝
１
月
21
日（
水
）～

30
日（
金
）（
先
着
順
）

◎�

申
込
・
問
い
合
せ
先
＝
福
山
出

張
所
教
育
振
興
課
☎（
56
）２
０

２
６　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

フ
ー
ド
ふ
れ
あ
い

ア
メ
リ
カ
・
中
国
の
簡
単
な
家

庭
料
理
を
作
り
・
食
べ
な
が
ら
、

国
際
交
流
員
と
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

日
時
＝
２
月
14
日（
土
）午
前
10

時
～
午
後
１
時

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
国
分
公
民
館
調
理
室

◦�

定
員
＝
24
人
（
先
着
順
）

◦�

参
加
費
＝
４
０
０
円
程
度

◦�

申
込
期
限
＝
１
月
30
日
（
金
）

◎�
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画

政
策
課
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
１
４

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
霧
島
会
員
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
霧
島
の
会
員
に
な
る
た
め

に
は
、
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
講

習
会
を
受
講
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
今
年
度
第
２
回
全
体

講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

◦�

日
時
＝
１
月
29
日（
木
）午
前
９

時
か
ら
（
事
前
申
込
が
必
要
）

◦�

場
所
＝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
コ
ア
・
よ
か

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

霧
島
☎（
48
）９
３
５
０

パ
ソ
コ
ン
講
座

２
０
５
／
移
動
パ
ソ
コ
ン
基
礎

講
座
入
門
コ
ー
ス

３
月
３
日（
火
）～
４
日（
水
）

２
０
６
／
移
動
パ
ソ
コ
ン
基
礎

講
座
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

３
月
５
日（
木
）～
６
日（
金
）

◦�

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

◦�

会
場
＝
隼
人
公
民
館

◦�

定
員=

各
20
人
（
市
民
対
象
）

◦�

受
講
料
＝
各
１
０
０
０
円

は
10
年
間
、
大
学
院
は
２
か
年

課
程
が
10
年
間
、
３
か
年
課
程

が
15
年
間
で
月
賦
、
半
年
賦
ま

た
は
年
賦
で
全
額
返
還

※�

大
学
な
ど
、
大
学
院
の
２
か
年

課
程
ま
た
は
３
か
年
課
程
の
う

ち
、
い
ず
れ
か
二
つ
以
上
の
貸

与
を
受
け
る
人
に
つ
い
て
は
、

返
還
期
間
を
15
年
ま
た
は
20
年

の
う
ち
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◦�
募
集
締
切
＝
３
月
31
日（
火
）

◦�
申
込
先
＝
教
育
総
務
課
教
育
政

策
グ
ル
ー
プ
、
国
分
教
育
総
務

課
教
育
グ
ル
ー
プ
、
各
出
張
所

教
育
振
興
課
教
育
グ
ル
ー
プ

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
教
育
総
務
課

教
育
政
策
グ
ル
ー
プ
☎（
42
）１

１
１
５

環
境
美
化
モ
デ
ル
地
区
募
集

霧
島
市
生
活
環
境
美
化
条
例
に

基
づ
き
、
旧
１
市
６
町
ご
と
に
１

地
区
ず
つ
「
環
境
美
化
モ
デ
ル
地

区
」
を
指
定
し
ま
す
。
応
募
方
法

な
ど
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◦�

対
象
主
体
＝
地
区
自
治
公
民
館

◦�

募
集
期
限
＝
２
月
13
日（
金
）

◦��

指
定
要
件
＝
ほ
か
の
地
域
の
模

範
と
な
る
よ
う
な
環
境
美
化
活

広
聴
課
広
聴
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

�

０
９
５
５
、
℻�（
64
）０
９
３
４
、�

メ
ー
ル�info@

city-kirishi�
m
a.jp

霧
島
市
奨
学
生
募
集

●
奨
学
生
の
資
格

市
内
居
住
者
の
子
で
高
等
学
校
、

な
ど
ま
た
は
専
修
学
校
、
短
大
、

大
学
、
ま
た
は
大
学
院
な
ど
に
在

学
（
予
定
）
し
、
学
業
、
人
物
と

も
に
優
秀
で
、
か
つ
健
康
上
修
学

に
支
障
が
な
く
学
費
の
負
担
が
困

難
と
認
め
る
か
た
（
ほ
か
の
奨
学

資
金
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
）。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
直
接

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦�

貸
与
月
額（
平
成
20
年
度
現
在
）

・�

高
校
な
ど
１
万
８
０
０
０
円
以

内
・�

大
学
な
ど
４
万
４
０
０
０
円
以

内
・�

大
学
院　

８
万
７
０
０
０
円
以

内
※�

す
べ
て
無
利
子
で
す
。

◦�

貸
与
期
間
＝
当
該
学
校
の
正
規

の
修
業
期
間
中

◦�

返
還
＝
卒
業
の
翌
月
か
ら
起
算

し
て
１
年
後
か
ら
貸
与
額
を
高

校
な
ど
は
８
年
間
、
大
学
な
ど
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※
両
コ
ー
ス
の
同
時
申
込
不
可

◦�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に

コ
ー
ス
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。（
往
信
面

の
右
側
に
は
何
も
記
入
し
な

い
）

◦�

申
込
締
切
＝
２
月
19
日（
木
）
　

必
着

◦�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎（
64
）０
９

１
９
、
〒
８
９
９
︲
４
３
９
４

国
分
中
央
三
丁
目
45
︲
１

乗
馬
ス
ク
ー
ル

◦�

期
日
＝
１
月
29
日（
木
）
～
３

月
５
日（
木
）
毎
週
木
曜
日
、

全
６
回
コ
ー
ス
、
午
後
１
時
～

２
時

◦�

定
員
＝
６
人

◦�

料
金
＝
１
万
５
０
０
０
円
（
全

６
回
・
保
険
料
込
み
）

◦�

申
込
期
限
＝
１
月
25
日（
日
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
高
原
乗

馬
ク
ラ
ブ（
定
休
日
は
月
曜
日
）

☎（
78
）３
４
５
５

起
業
化
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

創
業
体
験
や
経
営
上
の
留
意
点

す
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

◦�

期
日
・
時
間
・
場
所

・�
２
月
21
日（
土
）午
後
１
時
30
分

～
５
時
／
霧
島
市
働
く
婦
人
の

家
／
要
予
約

・��

２
月
24
日（
火
）午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分
／
隼
人
庁
舎
／
予

約
不
要
／
電
話
相
談
可

◦�

対
象
＝
市
内
在
住
ま
た
は
市
内

事
業
所
へ
勤
務
す
る
女
性

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政
策
課

男
女
共
同
参
画
推
進
グ
ル
ー
プ

☎（
64
）０
９
１
４

霧
島
市
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

〈
事
前
予
約
制
〉

◦�

場
所
・
期
日

・��

み
そ
め
館
（
溝
辺
）
＝
２
月
12

日（
木
）、
３
月
12
日（
木
）

・��

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
国
分

公
民
館
＝
２
月
26
日（
木
）、
３

月
26
日（
木
）

◦�

対
象
＝
市
民（
法
人
は
対
象
外
）

◦�

相
談
時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時

／
一
人
当
た
り
30
分
程
度

◦�

予
約
＝
相
談
月
の
１
日
か
ら
電

話
予
約
（
先
着
順
）

◎�

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児

島
県
弁
護
士
会
☎
０
９
９（
２

２
６
）３
７
６
５

な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
を
内
容
と

し
た
起
業
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

◦�

日
時
＝
２
月
18
日（
水
）
午
後

１
時
～
４
時
20
分

◦�

場
所
＝
県
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

大
研
修
室

◦�

講
演
＝
岩
崎
佑
子
氏
（
元
Ｍ
Ｂ

Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）、
中
村
末

廣
氏
（
元
ソ
ニ
ー
㈱
副
社
長
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
㈶
か

ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
上

野
原
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ
☎（
45
）

３
５
１
１
、
メ
ー
ルgyoum

u�
@
po.kric.or.jp

相　

談

人
権
相
談

◦�

相
談
は
無
料
（
予
約
不
要
）

◦�

相
談
日
・
場
所

・�

２
月
４
日（
水
）
霧
島
総
合
支

所
・�

２
月
６
日（
金
）
牧
園
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー

・�

２
月
10
日（
火
）
溝
辺
総
合
支

所
・�

２
月
17
日（
火
）
福
山
公
民
館

・�

２
月
19
日（
木
）
国
分
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

・�

２
月
26
日（
木
）
隼
人
庁
舎

◦�

相
談
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
午
後
３
時

◦�

担
当
者
＝
霧
島
人
権
擁
護
委

員
・
法
務
局
職
員

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
地
方

法
務
局
霧
島
支
局
☎（
45
）０
０

６
４

定
例
行
政
相
談
（
無
料
）

国
の
行
政
機
関
な
ど
に
対
す
る

苦
情
、
要
望
や
相
談
ご
と
を
お
聴

き
し
て
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
図

る
行
政
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

◦�

日
時
・
場
所
・
連
絡
先
＝

・�

２
月
10
日
（
火
）
牧
園
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
午
前
９
時
～
12

時
）
牧
園
総
合
支
所
地
域
振
興

課
☎（
76
）１
１
１
１

・�

２
月
19
日
（
木
）
霧
島
総
合
支

所
（
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）

霧
島
総
合
支
所
地
域
振
興
課
☎

（
57
）１
１
１
１

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
広
報
広
聴
課

広
聴
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５

５
法
務
局
サ
ン
デ
ー
相
談
所

◦�

日
時
＝
１
月
25
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
４
時
（
受
付
は
午
後

３
時
30
分
ま
で
）

◦�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階
会
議

室
（
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

複
合
施
設
棟
）

●
相
談
の
内
容

◦�

登
記
＝
土
地
・
建
物
の
売
買
・

相
続
な
ど
、
土
地
の
境
界
問
題
、

そ
の
ほ
か
不
動
産
登
記
関
係
全

般
◦�

戸
籍
・
国
籍
＝
出
生
・
婚
姻
・

養
子
縁
組
・
帰
化
・
国
籍
取
得

な
ど
の
問
題

◦�

供
託
＝
土
地
建
物
の
地
代
家
賃

の
弁
済
の
た
め
に
す
る
供
託
、

裁
判
上
の
保
証
供
託
な
ど
の
担

保
の
た
め
に
す
る
供
託

◦�

人
権
＝
家
族
間
の
問
題
、
差
別
、

い
じ
め
な
ど
の
問
題

◦�

相
談
員
＝
法
務
局
職
員
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

※�

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
地
方

法
務
局
霧
島
支
局
総
務
課
☎

（
45
）
０
０
６
４

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談

悩
み
や
問
題
を
女
性
の
相
談
員

が
あ
な
た
と
と
も
に
考
え
、
問
題

解
決
へ
向
か
う
お
手
伝
い
を
し
ま
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う
ぶ
声

届
出
日
（
11
／
16
～
12
／
15
）

◎
国　

分

（
出
生
児
）	

（
届
出
者
）	（
自
治
会
）

湯
田　

遥は
る

馬ま	

瑞
樹	

弟
子
丸

岡
元　

鈴す
ず

華か	

伸
一	

東
中

白
川　

敦あ
つ

貴き	

智
穂	

止
上

岩
城　

愛あ
い

瑠る	

祐
樹	

県
営
名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン

田
上　

し
ず
く	

公
隆	

阿
多
石

久
米
村		

幹か
ん

太た

郎ろ
う	

理
絵	

重
久
団
地
３

中
山　

実み

咲さ
き	

暁	

中
福
良
南

前
田　

そ
ら	

英
政	

西
前
田

松
元　

は
な
か	

治	

福
島
４

松
尾　

哲て
つ

来き	

充	

清
水
本
町

實
成　

紀の
り

日か	

智	

検
校
橋
団
地

今
重　

奈な

な々	

勝	

広
瀬
10

植
田　

萌も

花か	
由
加
利	

田
辺

大
村　

く
ら
ら	
建	

新
清
水
団
地

郭　
　

寛か
ん

太た	

武
浩	
道
場
下

揃　
　

真ま
こ
と和	

真
一
郎	
清
水
東

原
留　

葵
あ
お
い	

翔	
上
車
田

樋
髙　

鉄
て
っ
し
ょ
う生	

健
作	

広
瀬
10

本
松　

悠ゆ

杏あ
ん	

裕
樹	

鐘
突

中
里　

郁あ
や

貴た
か	

弘
道	

上
車
田

溝
口　

瑞み
ず

樹き	

栄
樹	

広
瀬
17

新
福　

一か
ず

斗と	

修	

野
口
北

本
田　

華か

月づ
き	

義
武	

園
田
団
地

増
﨑　

友と
も

奏か	

隆
幸	

下
村
西

落
合　

暖は
る
ひ
と人	

正
和	

駅
前

大
津　

心
こ
こ
ろ	

智
也	

下
川
内
上

東　
　

隆
り
ゅ
う

登と	

健
一	

川
跡
西

濵
田　

百ゆ

り

あ
合
愛	

芳
光	

道
場
口

永
田　

陽は
る

基き	

一
郎	

田
辺

谷
口　

慧け
い

士し	

直
樹	

向
花
平
田

大
田　

瑚こ

次じ

郎ろ
う	

英
明	

川
跡
西

松
尾　

琴こ
と

心み	

友
和	

広
瀬
11

川
﨑　

紅こ

后こ	

里
美	

川
内
団
地

山
内　

悠ゆ
う

雅が	

友
作	

道
場
下

山
口　

暖の

の

か
望
花	

大
輔	

道
場
口

山
口　

彩さ

聖さ

花か	

大
輔	

道
場
口

簗
瀬　

叶か
な

多た	

貴
之	

上
車
田

石
田　

結ゆ

愛あ	

慶
仁	

か
ぎ
ん
ア
パ
ー
ト

小
西　

颯そ
う

一い
ち
ろ
う郎	

義
和	

野
口
西
第
一

藤
田　

瑛え

こ子	

光
治	

ま
い
づ
る

迫
田　

侑ゆ
う

斗と	

直
一	

岩
戸

塩
入　

隆
り
ゅ
う

斗と	
隆
二	

東
内
の
丸

櫻
木　

七な
な

海み	
昭
二	

野
口
西
第
二

◎
溝
辺
町

河
原　

斗と
う

真ま	

真
也	

陵
北

上
井　

葵ひ
よ
り愛	

翔
太	

モ
ナ
リ
エ
ヴ
ュ
ー
霧
島

村
上　

結ゆ

愛あ	

栄
一
郎	

玉
利
団
地
１
号
棟

徳
永　

悠ゆ
う

人と	

浩
貴	

元
論
地

山
下　

す
み
れ	

修	

麓
原
１
班

椎
原　

心し
ん

麗り	

亮	

計
牛
団
地
１
号
棟

◎
牧
園
町

本
田　

凜り
ん	

弘
之	

牧
園
７
区

◎
霧　

島

下
村　

ひ
よ
り	

和
彦	

入
水

◎
隼
人
町

横
山　

愛あ
い	

二
郎	

窪
町

大
内
山　

聖せ
い
は波	

淳	

中
姫
城
西

中
山　

怜れ

美み	

裕
文	

橋
ノ
口

西
田　

華か

音の
ん	

貴
史	

中
道
１
の
西

寢
占　

夕ゆ
う

愛あ	

博
一	

新
川
６

德
満　

慎し
ん

ノの

亮す
け	

真
哉	

見
次
７

中
原　

煌こ
う

太た	

智
和	

住
吉
４

野
田　

暁あ
か

音ね	

直
幸	

中
道
１
の
西

山
元　

奈な

な々	

信
吾	

駅
前
３

北　
　

さ
や
か	

尚
浩	

住
吉
15

竹
下　

友ゆ

り

な
梨
奈	

裕
一
郎	

中
姫
城
東

二
田　

晴せ
い

太た	

剛	

住
吉
７

田
上　

琳り
ん

花か	

洋
一	

東
前

酒
井　

龍
り
ゅ
う

紀き	

竜
太	

木
之
房
１

坂
元　

琴こ
と

音ね	

和
宏	

新
川
９

藏
元　

恵け
い

司じ	

恵
里
香	

三
田
坪

前
田　

莉り

杏あ
ん	

徳
弘	

鼻
切

津
久
江　

凌
り
ょ
う

太た	

高
広	

新
川
３

川
畑　

凛り

い

な
衣
奈	

卓
也	

山
野
北

坂
本　

駿
し
ゅ
ん	

潔
隆	

真
孝
９

吉
松　

美み

優ゆ	

正
和	

松
山
４

岩
門　

梨り

世よ	

大
悟	

山
野
北

篠
原　

銀ぎ
ん

河が	

義
伸	

真
孝
13

上
鵜
瀬　

遊ゆ
う

夢む	

広
和	

見
次
２

馬
場　

美み

怜れ
い	

浩
光	

天
降
川
団
地

白
坂　

華か

暖の
ん	

勇
二	

新
川
３

久
留　

え
り
か	

亜
光	

テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

德
永　

里り

澄と	

誠	

見
次
４

下
原　

一か
ず

樹き	

正
幹	

諏
訪

山
中　

慶け
い

途と	

忠
信	

第
２
菩
提
寺
団
地

内
野　

凌
り
ょ
う

河が	

伸
二	

新
川
７

中
島　

偲し
い

紗さ	

伸
吾	

中
城
中

◎
福
山
町

山
下　

琉る

い偉	

純
二	

東
牧
之
原

川
﨑　

楓ふ
う

花か	

あ
す
か	

小
廻

谷
山　

夢ゆ

ら來	

雅
仁	

下
牧
之
原

迫
田　

陽ひ

愛な	

潤
一	

東
牧
之
原

お
く
や
み

届
出
日
（
11
／
16
～
12
／
15
）

◎
国　

分

（
氏　

名
）　　
　
　

	（
年
齢
）				（
自
治
会
）

桑
原　

款　
　
　
　

56　
　

山
元

柿
木　

孝
行　
　
　

54　
　

四
方
田
団
地

古
江　

フ
サ　
　
　

90　
　

松
木
元

大
谷　

忠　
　
　
　

54　
　

向
川
原

西　
　

ノ
ブ　
　
　

100　
　

新
地
東

山
内　

フ
ヂ　
　
　

93　
　

川
跡
中

坂
元　

ト
ミ　
　
　

85　
　

広
瀬
10

福
永　

里
美　
　
　

43　
　

向
川
原

井
上　

俊
　
　
　

77　
　

西
下

有
村　

次
男　
　
　

90　
　

松
木
西

市
来　

昭
人　
　
　

63　
　

大
田

西
村　

美
江
子　
　

68　
　

上
花
園

下
永　

義
則　
　
　

71　
　

東
馬
場

今
村　

義
人　
　
　

68　
　

広
瀬
16

永
田　

武
夫　
　
　

88　
　

永
田

真
方　

忠
喜　
　
　

71　
　

片
平

山
下　

ト
シ
子　
　

94　
　

止
上

永
道　

親
盛　
　
　

89　
　

駅
前

福
島　

ハ
ナ　
　
　

96　
　

福
島
４

池
田　

東
作　
　
　

76　
　

内
門

黒
木　

幸
子　
　
　

73　
　

迫
田
２

前
田　

シ
ヅ　
　
　

86　
　

後
本
戸

服
部　

喜
造　
　
　

80　
　

上
車
田

村
岡　

政
春　
　
　

80　
　

口
輪
野

稲
満　

利
雄　
　
　

92　
　

新
地
東

津
曲　

親
博　
　
　

76　
　

後
川
内

岩
元　

國
治　
　
　

67　
　

塚
脇

◎
溝
辺
町

今
村　

利
雄　
　
　

89　
　

俵
迫

𠮷
村　

勲　
　
　
　

80　
　

論
地
迫

鮫
島　

稔　
　
　
　

78　
　

久
保
山
南

福
永　

睦
子　
　
　

79　
　

鍋
東

山
﨑　

一
男　
　
　

84　
　

橋
ノ
口

◎
横
川
町

尾
村　

ハ
ツ
ヱ　
　

89　
　

赤
水

本
村　

ケ
サ
ノ　
　

81　
　

上
小
脇

宇
都　

ハ
ツ
エ　
　

85　
　

紫
尾
田

深
川　

キ
ヨ　
　
　

87　
　

赤
水

葏
口　

フ
ミ　
　
　

97　
　

床
波

◎
牧
園
町

上
野　

カ
ヨ
子　
　

71　
　

高
千
穂
６
区

砂
田　

エ
キ
子　
　

81　
　

高
千
穂
２
区

長
谷
川　

子　
　

92　
　

万
膳
４
区

芦
谷　

一
男　
　
　

82　
　

牧
園
９
区

荒
木　

三
夫　
　
　

88　
　

持
松
２
区

黒
木　

ア
ヤ
子　
　

88　
　

中
津
川
７
区

伊
集
院　

巖　
　
　

95　
　

中
津
川
８
区

後
藤　

隆　
　
　
　

82　
　

牧
園
７
区

曽
山　

テ
ル　
　
　

91　
　

高
千
穂
７
区

◎
霧　

島

森　
　

政
次　
　
　

84　
　

田
口

山
内　

ミ
キ　
　
　

91　
　

入
水

椎
原　

金
盛　
　
　

80　
　

向
田

松
元　

秋
吉　
　
　

93　
　

市
野
々

◎
隼
人
町

山
元　

キ
ヨ
子　
　

82　
　

小
田
西

福
田　

ミ
ツ
ヱ　
　

81　
　

下
平

德
重　

清　
　
　
　

79　
　

新
川
６

有
田　

ノ
リ　
　
　

89　
　

原

田
中　

フ
ヂ
子　
　

75　
　

姫
城
温
泉
東

平
野　

シ
ツ
エ　
　

92　
　

み
ゆ
き
苑

南
田　

マ
ツ　
　
　

60　
　

山
野
東

塚
田　

ヤ
チ
ヨ　
　

91　
　

み
ゆ
き
苑

岩
永　

ヤ
ヱ
子　
　

84　
　

本
町
２

迫
田　

清
重　
　
　

82　
　
第
２
内
山
田
団
地

福
重　

政
吉　
　
　

92　
　

東
後

德
田　

泉　
　
　
　

62　
　

新
川
５

山
元　

マ
サ
エ　
　

91　
　

隼
人
塚
団
地

有
村　

國
男　
　
　

77　
　

駅
前
４

古
江　

重
美　
　
　

84　
　

隼
人
塚
団
地

泊　
　

儀
長　
　
　

92　
　

清
水

豊
満　

智
惠
子　
　

81　
　

見
次
２

古
川　

芳
盛　
　
　

76　
　

中
道
１
の
西

森　
　

ヒ
ナ　
　
　

87　
　

住
吉
９

西
濵　

耕
夫　
　
　

57　
　

加
納
内
下

南
田　

茂　
　
　
　

52　
　

山
野
北

堂
領　

虎
一　
　
　

70　
　

上
小
鹿
野

◎
福
山
町

永
田　

一
枝　
　
　

74　
　

上
大
廻

新
堀　

德
衞　
　
　

93　
　

福
地

福
丸　

稔　
　
　
　

78　
　

川
路
原

春
口　

ハ
ナ　
　
　

98　
　

福
地

寺
屋
敷　

ミ
チ　
　

84　
　

中
大
廻

久
米
村　

カ
ズ
子　

61　
　

西
牧
之
原

増
森　

學　
　
　
　

79　
　

下
牧
之
原

濵
田　

忍　
　
　
　

62　
　

東
牧
之
原

原
田　

サ
ヱ　
　
　

83　
　

磯
脇

お
知
ら
せ

部
落
解
放

第
４
回
霧
島
市
研
究
集
会

市
民
一
人
一
人
が
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
を

自
ら
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
、
人
権
尊
重

の
理
念
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
人
権
尊
重

思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
２
月
14
日（
土
）午
後
１
時
～
４
時

30
分

◦�

場
所
＝
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦�

内
容
＝
人
権
劇
・
講
演
・
作
品
展

◎	

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
☎（
42
）０
５
５
８
、
市
民
課
人
権
擁

護
推
進
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
０
１

「
霧
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」と

「
広
報
き
り
し
ま
」へ
の
広
告
募
集

市
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
と
地
域
経
済

の
振
興
を
目
的
に
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

●
霧
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告

◦�

広
告
掲
載
料
＝
１
枠
に
つ
き
月
額
１
万
５

７
５
０
円
（
税
込
み
）

◦�

掲
載
位
置
＝
霧
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
下

◦�

募
集
枠
数
＝
６
枠

◦�

募
集
締
切
＝
３
月
13
日（
金
）必
着

◦�

掲
載
開
始
＝
４
月
１
日
～

●
広
報
き
り
し
ま
広
告

◦�

掲
載
位
置
＝
上
旬
号
（
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
）

裏
表
紙
一
面
、お
知
ら
せ
版
（
二
色
刷
り
）

１
ペ
ー
ジ
の
５
分
の
１
段
（
４
枠
）

◦�

広
告
掲
載
料
＝
上
旬
号
21
万
円
（
税
込

み
）、
お
知
ら
せ
版
（
１
枠
）
５
万
２
５

０
０
円
（
税
込
み
）

◦�

申
込
方
法
＝
掲
載
を
希
望
す
る
広
報
誌
の

発
行
日
40
日
程
度
前
に
広
報
広
聴
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※	

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city-kirishim

a.jp

◎	

問
い
合
わ
せ
先
＝
広
報
広
聴
課
☎（
64
）０

９
５
５
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このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
広報広聴課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.70/2009.1）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

福山小ミカン（ミカン科）

お便りをくださったかたの中から㈲霧島高原ロイヤルポークの「黒豚しゃぶしゃぶセット」を５人のかたにプレゼント。
応募締め切りは１月26日（月）当日有効です。当選の発表は、商品の発送を持ってかえさせていただきます。

世
界
的
な
不
況
で
仕
事
に
つ

け
な
い
人
、
リ
ス
ト
ラ
さ

れ
る
人
と
、
と
て
も
身
近
に
感
じ

ま
す
。
私
自
身
も
パ
ー
ト
で
働
い

て
い
る
も
の
の
こ
の
状
態
で
は
い

つ
ど
う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

娘
、
息
子
も
働
い
て
は
い
ま
す
が
、

こ
の
不
況
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か

と
思
う
と
心
配
に
な
り
ま
す
。
大

手
の
会
社
が
首
切
り
を
唱
え
る
と

そ
れ
に
右
な
ら
へ
で
他
社
も
後
に

続
く
の
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
か
た
が

た
が
今
回
雇
用
確
保
に
つ
い
て
の

委
員
会
を
設
立
さ
れ
た
そ
う
で
す

が
、
若
者
、
老
人
、
一
般
市
民
が

生
活
の
安
定
を
計
ら
れ
る
よ
う
に

少
し
で
も
頑
張
ら
れ
る
よ
う
希
望

し
ま
す
。（
さ
く
ら
の
姉
46
歳
女

性
）

●

あ
ま
り
に
も
急
激
な
景
気
の
悪

化
。
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
日
も
早
い
景
気
回
復
を
願
う
ば

か
り
で
す
。

広
瀬
海
岸
ク
リ
ー
ン
隊
活
動

開
始
。
私
の
住
ん
で
い
る

国
道
10
号
沿
い
の
国
分
広
瀬
は
目

の
前
に
錦
江
湾
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
海
岸
の
堤
防
沿
い
に
は
釣
り

人
の
ほ
か
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
歩
の

人
た
ち
が
こ
の
海
岸
を
結
構
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
私
も
散
歩
で
楽
し

み
ま
す
。

た
だ
、
ご
み
が
散
乱
し
て
い
る

の
に
は
驚
き
で
す
。
私
は
少
し
ず

つ
き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
決
め
ま

し
た
。「
広
瀬
海
岸
ク
リ
ー
ン
隊
」、

今
の
と
こ
ろ
隊
長
兼
隊
員
一
人
。

き
っ
か
け
は
街
中
で
ご
み
を
さ
り

げ
な
く
回
収
し
て
い
る
高
齢
者
を

見
た
か
ら
で
す
。
散
歩
中
に
気
が

付
い
た
ら
ご
み
を
拾
い
ま
す
。
少

し
で
も
き
れ
い
な
海
岸
で
あ
り
た

い
か
ら
で
す
。
最
近
、
散
策
道
路

が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
昔
、
こ

の
付
近
一
帯
に
あ
っ
た
と
い
う
松

林
も
再
現
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
が
完
成
す
る
と
こ
の
海

岸
も
憩
い
の
場
と
な
り
、
訪
れ
る

人
も
増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
す

ば
ら
し
い
環
境
を
守
る
こ
と
が
、

郷
土
愛
を
育は

ぐ
くみ

、
私
た
ち
の
幸
せ

に
つ
な
が
る
と
思
う
の
で
す
（
国

分
広
瀬
に
住
む
普
通
の
人
・
だ
っ

た
ん
65
歳
男
性
）●

思
っ
て
い
て
も
行
動
に
は
移
す

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。
ま

ず
は
ご
み
を
捨
て
な
い
と
い
う
こ

と
も
大
切
で
す
ね
。

妻
の
発
案
で
わ
が
家
が
所
有

す
る
す
べ
て
の
山
林
を
森

林
組
合
に
依
頼
し
て
間
伐
し
ま
し

た
。
植
樹
後
約
50
年
を
経
た
杉
や

檜ひ
の
きの
木
は
私
た
ち
が
結
婚
し
た
と

き
、
妻
の
父
が
「
お
前
た
ち
の
将

来
の
た
め
に
」
と
丹
精
込
め
て
育

て
て
く
れ
た
山
で
す
。

義
父
の
死
後
、
山
は
放
置
し
た

ま
ま
で
し
た
が
、
間
伐
し
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
下
払
い
し
た
地

面
に
広
く
な
っ
た
樹
間
か
ら
斜
光

が
差
し
込
み
、
木
が
生
き
生
き
と

甦よ
み
が
えり
ま
し
た
。
そ
の
光
景
を
見
て

私
も
山
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。
山
は
経
済

性
よ
り
山
を
守
る
心
、
祖
先
に
感

謝
す
る
心
、
そ
し
て
後
を
孫
た
ち

に
託
す
気
持
ち
を
持
っ
て
山
に
接

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
田

原
の
文
さ
ん
68
歳
男
性
）

●

水
に
空
気
、
山
は
命
の
源
で
す
。

み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

こ
の
ほ
か
３
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

※��

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
な
ど
を
必
ず

お
書
き
く
だ
さ
い
。

製
造
業
を
中
心
と
し

た
急
激
な
経
済
の
悪

化
を
受
け
、
本
市
で
は

平
成
20
年
12
月
10
日
に

「
霧
島
市
緊
急
経
済
対

策
本
部
」
を
設
置
。
以

来
、
誘
致
企
業
訪
問
に

よ
る
情
報
収
集
、
地
元

経
済
団
体
な
ど
と
の
意

見
交
換
会
、
関
係
部
署

に
お
け
る
支
援
策
の
検

討
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
総
額
１
３
１

４
万
２
０
０
０
円
の
補

正
予
算
案
を
12
月
25
日

の
霧
島
市
議
会
定
例
会

最
終
本
会
議
に
提
案
し
、

可
決
。
総
合
的
な
相
談

窓
口
の
設
置
を
は
じ
め
、

企
業
・
事
業
主
、
失
業
者
、
生
徒
・

学
生
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
分
野
に
対

す
る
支
援
策
を
新
た
に
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

緊
急
経
済
対
策
に
伴
う

総
合
窓
口
の
設
置

失
業
な
ど
に
よ
り
就
労
が
困
難

な
か
た
を
対
象
と
し
た
就
労
支
援
、

住
宅
確
保
お
よ
び
融
資
案
内
な
ど

の
相
談
に
対
し
て
、
総
合
的
窓
口

を
設
置
し
ま
し
た
。

◎�

総
合
窓
口
＝
商
工
観
光
政
策
課

☎（
64
）０
９
１
２

中
小
企
業
経
営
安
定
化
対
策

●�

商
工
業
資
金
借
入
に
係
る
利
子

補
給
率
の
引
き
上
げ

◦�

借
入
資
金
の
利
子
の
一
部
助
成

額
を
借
入
金
額
の
現
行
１
㌫
か

ら
２
㌫
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

◦�

対
象
＝
平
成
20
年
12
月
10
日
か

ら
平
成
21
年
12
月
31
日
ま
で
に

融
資
を
受
け
た
か
た
。

●�

信
用
保
証
料
に
対
す
る
助
成
制

度
の
創
設

◦�

県
が
実
施
し
て
い
る
信
用
保
証

料
に
対
す
る
助
成
制
度
（
経
済

対
策
特
別
資
金
）
に
上
乗
せ
を

行
う
こ
と
と
し
、
県
の
助
成

（
０
・
22
㌫
）
の
２
分
の
１
（
０
・

11
㌫
）
に
相
当
す
る
額
を
助
成

し
ま
す
。

◦�

対
象
＝
平
成
20
年
11
月
18
日
か

ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に

融
資
を
受
け
た
か
た
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
商
工
観
光
政

策
課
☎（
64
）０
９
１
２

建
設
業
等
の
経
営
安
定
化
対
策

●�

中
間
前
金
払
制
度
の
導
入

建
設
業
な
ど
に
お
け
る
材
料
費

な
ど
の
資
金
供
給
の
円
滑
化
を
図

り
、
経
営
安
定
化
の
た
め
に
、
契

約
当
初
の
前
金
払
（
４
割
）
に
追

加
し
て
、
工
事
の
中
間
段
階
で
50

㌫
の
出
来
高
確
認
を
行
い
、
請
負

契
約
金
額
の
２
割
を
超
え
な
い
範

囲
（
計
６
割
）
で
中
間
前
金
払
が

で
き
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
契
約
課
☎

（
64
）０
９
３
７

失
業
者
へ
の
住
宅
対
策

●�

市
営
住
宅
等
へ
の
入
居
緩
和

景
気
後
退
に
よ
る
解
雇
ま
た
は

雇
い
止
め
に
よ
り
、
社
員
寮
な
ど

か
ら
の
退
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

か
た
を
支
援
す
る
た
め
、
一
時
的

な
入
居
の
場
と
し
て
市
営
住
宅
な

ど
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

使
用
料
の
一
部
を
免
除
を
し
ま
す
。

◎�
問
い
合
わ
せ
先
＝
建
築
住
宅
課

☎（
64
）０
９
０
９

再
就
職
支
援

●�

再
就
労
の
た
め
の
資
格
取
得
養

成
講
座
の
実
施

介
護
・
福
祉
な
ど
の
異
業
種
へ

の
再
就
労
希
望
者
へ
の
支
援
策
と

し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格
取

得
養
成
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

◦�

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
講

座
／
対
象
30
人

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
高
齢
・
障
害

福
祉
課
☎（
64
）０
９
９
５

生
徒
・
学
生
の
就
学
支
援

●�

緊
急
奨
学
生
の
募
集

高
等
学
校
や
大
学
な
ど
で
学
業

に
意
欲
的
に
励
ん
で
い
る
生
徒
・

学
生
の
う
ち
、
世
帯
の
経
済
状
況

が
急
変
し
、
修
学
が
困
難
と
な
っ

た
か
た
を
対
象
に
緊
急
奨
学
生
の

募
集
を
行
い
ま
す
。
貸
与
の
期
間

は
奨
学
生
採
用
月
か
ら
、
正
規
の

修
業
期
間
終
了
月
ま
で
で
す
。

◦�

高
等
学
校
な
ど
５
人

　
（
月
額
１
万
８
０
０
０
円
以
内
）

◦�

大
学
な
ど
20
人

　
（
月
額
４
万
４
０
０
０
円
以
内
）

◦�

大
学
院
２
人

　
（
月
額
８
万
７
０
０
０
円
以
内
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
教
育
総
務
課

☎（
42
）１
１
１
５

市
独
自
の
積
極
的
な
事
業
導
入

継
続
的
な
雇
用
を
確
保
す
る
た

め
、
21
年
度
実
施
予
定
の
事
業
の

前
倒
し
な
ど
に
よ
り
、
市
独
自
の

景
気
対
策
事
業
に
つ
い
て
積
極
的

な
導
入
を
す
す
め
ま
す
。

各
種
相
談
案
内

各
種
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い

ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

小
口
貸
付
制
度

◦�

対
象
＝
収
入
が
一
定
以
下
で
緊

急
な
資
金
が
必
要
な
世
帯

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
社
会

福
祉
協
議
会
☎（
45
）１
５
５
７

●�

農
業
経
営
長
期
運
転
資
金

◦�

対
象
＝
農
業
・
畜
産
事
業
者

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
あ
い
ら
農
業

協
同
組
合
金
融
部
☎（
43
）７
３

０
６

●�

商
工
業
資
金
利
子
補
給
補
助
制

度
・
信
用
保
証
料
補
助
制
度
・

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
制
度

◦�

対
象
＝
中
小
・
小
規
模
事
業
者

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
商
工
観
光
政

策
課
☎（
64
）０
９
１
２

●�

政
府
系
融
資
制
度
・
県
制
度
資

金
・
経
済
対
策
特
別
資
金

◦�

対
象
＝
中
小
・
小
規
模
事
業
者

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
商
工
会

議
所
☎（
45
）０
３
１
３
、
霧
島

市
商
工
会
本
所
☎（
42
）２
１
２

８
・
商
工
会
各
支
所

●�

商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン

制
度
・
商
工
会
議
所
会
員
保
証

制
度

◦�

対
象
＝
中
小
・
小
規
模
事
業
者

（
商
工
会
議
所
会
員
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
商
工
会

議
所
☎（
45
）０
３
１
３

緊急対策

霧島市緊急経済対策概要
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市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

◎人口／128,258人（＋33）
男性／ 61,906人（＋11）
女性／ 66,352人（＋22）
出生 120人／死亡 108人
転入 279人／転出 261人
◎世帯数／57,023世帯（－34）

（平成20年12月１日現在）

1PRESENTS

E
D

IT
O

R
'S◎今月の表紙

厳
し
く
冷
え
込
ん
だ
大
浪
池
の
樹
氷
を
撮
影
。
大
浪

池
駐
車
場
か
ら
緩
や
か
な
の
ぼ
り
坂
を
昇
る
こ
と
30

分
。
足
元
に
は
分
厚
い
霜
柱
が
広
が
り
、
樹
木
に
は
樹

氷
が
張
り
付
き
、
巨
石
に
は
氷
柱
が
下
が
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
向
こ
う
に
は
冠
雪
し
た
韓
国
岳
が
現
れ
、
そ

の
光
景
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
登
山
道
を
さ
ら
に
右
回

り
で
昇
り
、
樹
氷
の
ト
ン
ネ
ル
を
満
喫
し
て
き
ま
し
た
。

12月7日  午後0時6分
牧園町大浪池登山道

【撮影データ】
デジタルカメラ　レンズ28 ～135㎜3.5 ～ 5.6
1/180s　F8.0　ISO100

※読者プレゼントを提供してくださるかたを募集しています。広報広聴課広報グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

お便りをくださったかたの中から

る
。そ

れ
か
ら
３
年
半
の
年
月
が
流

れ
、
こ
の
間
、
鹿
児
島
県
と
し
て

は
市
町
村
の
合
併
、
当
社
に
お
い

て
は
唯
一
の
国
産
旅
客
機
Ｙ
Ｓ

-

11
の
退
役
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ

〈随ずいそう想〉

ら
の
行
事
を
通
し
て
、
霧
島
市
を

は
じ
め
と
し
離
島
を
含
む
県
内
の

い
ろ
ん
な
か
た
が
た
と
知
り
合
い
、

ま
た
県
内
の
名
所
旧
跡
を
廻め

ぐ

り
、

焼
酎
を
飲
み
地
元
特
産
物
を
食
べ
、

「
霧
島
」
と
肌
で
触
れ
合
っ
て
い

く
う
ち
に
、
霧
島
の
素
晴
ら
し
さ

が
次
第
に
わ
か
っ
て
き
た
。
四
季

折
々
の
彩
り
を
見
せ
て
く
れ
る
霧

島
連
山
・
身
体
に
染
み
わ
た
る
美お

味い

し
い
水
・
憩
い
の
場
と
な
っ
て

い
る
温
泉
な
ど
、
な
ん
と
自
然
の

恵
み
溢あ

ふ

れ
る
地
で
あ
る
こ
と
か
。

た
だ
、
こ
の
素
晴
ら
し
さ
は
一

度
訪
れ
た
だ
け
で
は
見
え
ず
、
回

を
重
ね
る
ご
と
に
そ
の
良
さ
・
味

が
見
え
て
く
る
も
の
と
小
生
は
認

識
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
観
光

客
が
こ
の
霧
島
に
二
度
三
度
と
訪

れ
た
く
な
る
よ
う
な
気
持
ち
に
さ

せ
る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
ろ

う
。世

界
遺
産
の
屋
久
島
を
は
じ
め
、

特
に
最
近
は
大
河
ド
ラ
マ「
篤
姫
」

が
注
目
を
浴
び
、
鹿
児
島
県
全
体

が
テ
レ
ビ
で
頻
繁
に
放
映
（
全
国

区
）
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
鹿
児

島
県
に
対
す
る
注
目
度
が
急
速
に

上
が
っ
て
き
て
い
る
。

関
東
関
西
や
海
外
か
ら
の
旅
行

者
に
と
っ
て
、
霧
島
市
を
拠
点
と

す
る
と
、
霧
島
連
山
や
桜
島
・
指

宿
・
鹿
屋
方
面
は
す
ぐ
そ
こ
。
種

子
屋
久
・
奄
美
諸
島
へ
も
ひ
と
っ

飛
び
で
あ
る
。
自
然
の
恵
み
を
受

◎長束  隆由

㈱
日
本
航
空
ジ
ャ
パ
ン
（
現
在

の
㈱
日
本
航
空
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
）
の
運
航
本
部
に
勤
務
し
て

い
た
小
生
は
、
平
成
17
年
３
月
、

霧
島
市
溝
辺
町
の
鹿
児
島
空
港
内

に
本
社
を
構
え
る
日
本
エ
ア
コ

ミ
ュ
ー
タ
ー
㈱
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
へ
の

出
向
の
内
示
を
受
け
た
。

鹿
児
島
は
、
30
数
年
前
、
現
在

の
鹿
児
島
空
港
が
建
設
さ
れ
て
い

る
時
に
、
就
航
エ
ア
ラ
イ
ン
の
施

設
担
当
と
し
て
度
々
訪
れ
て
は
い

た
が
、
そ
の
時
の
鹿
児
島
に
対
す

る
印
象
・
知
識
は
、「
桜
島
」「
き

び
な
ご
」「
焼
酎
が
旨う

ま

い
」「
温
泉

が
多
い
」
程
度
し
か
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
ま
ま
鹿
児
島
に
行

く
わ
け
に
は
い
か
ぬ
と
、
赴
任
ま

で
の
３
か
月
間
鹿
児
島
に
関
す
る

書
籍
を
乱
読
し
、
５
月
末
日
に
赴

任
し
て
き
た
。

そ
の
時
の
霧
島
の
第
一
印
象
は
、

「
多
種
に
わ
た
る
病
院
名
の
看
板

が
や
た
ら
に
多
い
」「
軽
ク
ラ
ス

の
車
と
ご
年
配
の
運
転
者
が
こ
れ

ま
た
多
い
」「
娯
楽
施
設
が
パ
チ

ン
コ
、
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
店
以
外

何
も
な
い
」。
こ
の
３
点
が
今
で

も
強
烈
な
印
象
と
し
て
残
っ
て
い

け
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
流

れ
が
残
る
一
方
で
、「
世
界
に
ひ

ら
く
」
玄
関
口
と
な
る
空
港
を
持

つ
霧
島
市
。
環
境
の
美
化
は
も
ち

ろ
ん
、
ま
ち
全
体
に
古
い
も
の
は

残
し
つ
つ
、
若
い
人
た
ち
が
大
い

に
意
見
を
交
わ
し
て
霧
島
の
将
来

像
を
描
き
、
新
し
い
考
え
・
企
画

を
導
入
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願

う
も
の
で
あ
る
。

私
も
そ
ろ
そ
ろ
人
生
の
楽
園

（
永
住
先
）を
考
え
る
年
代
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
そ
の
移
住
先
と
し

て
霧
島
も
い
い
な
と「
つ
ら
つ
ら
」

と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

「ひらけ霧島」

離
陸
／
高
千
穂
峰
を
望
ん
で

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご覧
いただけます。パソコンをお持ちでない
かたも、インターネット接続可能な携帯
電話を利用して、霧島市ホームページの
情報の一部を検索できます。

思 いどおりにならない夢を失くしたりして　それでも未来達は人待
ち顔して微笑む」小椋佳さんが作詞した美空ひばりさんのヒッ

ト曲「愛燦燦（あいさんさん）」の歌詞です。未来に期待し、今できる
ことに尽くす。この不景気が少しでも早く改善することを願います。（ふ）

世 界ジオパークに認定されると世界自然遺産に登録された屋久島
のように国内だけでなく世界各地から観光客が訪れるらしい。あ

なたは外国語を話せますか。私は心配。私の知っているフランス語は
通じるだろうか。「イカノテ　ジュッポーン、タコノテ　ハッポーン」（た）

万 膳小学校で取り組んでいるニジマス飼育。プールに水道水ではな
く地下水を使っていることを知った。だからこそ楽しめる活動。私

たちが自然の恩恵を受けていることを実感した。おかげでニジマスの
塩焼きをいただくという恩恵も受けることができた。ありがたい…（あ）

人 の風景で紹介した山元さん。最年少で県美術展大賞に選ばれ
るなんてすごい。話してみたらおとなしそうな普通の大学生。で

も、絵のことになると強い意志を感じました。こんな人が霧島にいると
思うとうれしくなります。今後も頑張っている人を紹介していきます（み）

花
は
キ
リ
シ
マ

鹿
児
島
を
代
表
す
る
歌
と
い

え
ば
お
は
ら
節
、
全
国
的
に
も

名
高
い
民
謡
の
一
つ
。
そ
の
歌

い
出
し
は
「
花
は
キ
リ
シ
マ
、

タ
バ
コ
は
国
分
」。
霧
島
市
民

と
し
て
は
何
と
な
く
誇
ら
し
げ

で
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

霧
島
連
山
を
「
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
」
に
登
録
し
よ
う
と
、

環
霧
島
会
議
で
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ジ
オ
パ
ー
ク

は
地
形
や
地
質
を
保
全
、
活
用

す
る
自
然
公
園
で
す
が
、
日
本

最
初
の
国
立
公
園
霧
島
を
世
界

に
発
信
す
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
当
然
世
界
的
な
遺

産
と
し
て
霧
島
の
自
然
を
守
る

責
任
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
認

定
を
受
け
る
た
め
に
は
多
く
の

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、「
世
界

の
キ
リ
シ
マ
」
へ
偉
大
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

さ
て
、
霧
島
市
が
誕
生
し
て

４
年
目
、
あ
り
が
た
い
か
な
こ

の
ま
ち
に
は
夢
が
広
が
り
ま

す
。
春
、
夏
、
秋
、
冬
と
豊
か

な
自
然
が
心
に
力
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。
こ
の
風
土
に
感
謝
は

絶
え
ま
せ
ん
。
感
謝
を
形
に
変

え
る
た
め
、
花
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
職
員
提
案

を
募
っ
て
い
る
最
中
で
す
が

「
蒔ま

か
な
い
種
は
芽
が
出
な
い
」、

花
は
キ
リ
シ
マ
の
歌
を
本
物
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「安全で美
お

味
い

しい肉質造り」を目指し、霧島の大自然の中で丹精を込めては
ぐくまれた「霧島高原純粋黒豚」。かごしま黒豚のお墨付きでもある「かごし
まブランド」に県から認定されています。産直レストラン黒豚の館（霧島永水）
ではそのおいしさを味わえるだけでなく、精肉や加工品の販売も行っています。
（定休日：水曜日、営業時間：午前11時～午後８時）

◎問い合わせ先＝㈲霧島高原ロイヤルポーク
　☎０１２０-１

い
１
い
９
く
６
ろ
２
ぶ
０
た
 http://www.krpl.com

Profile
ながつか たかゆき（63）
福岡県福岡市出身。㈱日本航空イン
ターナショナル運航本部にて航空
機の運航スケジュールやパイロット
養成などの運航企画全般に携わり、
上席執行役員 運航本部副本部長を
経て現在、日本エアコミューター
株式会社代表取締役社長。最近で
は、すっかり「だれやめ」のとりこ。

㈲霧島高原ロイヤルポークより
「黒豚しゃぶしゃぶセット」を
プレゼントします
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